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図
書
寮
蔵
『
迎
陽
記
』
諸
本
解
題
―
―
中
世
漢
学
の
受
容
と
継
承
―
―

臼　

井　

和　

樹

一
、
は
じ
め
に

　

中
世
漢
学
と
い
え
ば
い
わ
ゆ
る
「
五
山
文
学
」
の
隆
盛
が
特
筆
さ
れ
る
が
、
並
行
し
て

細
々
と
で
は
あ
れ
、
紀
伝
道
も
菅
家
で
継
承
さ
れ
て
は
い
た
。
本
稿
で
取
扱
う
の
は
そ
の

紀
伝
儒
た
ち
の
遺
産
で
あ
る
。

　

中
世
漢
学
は
い
か
に
近
世
へ
と
繋
が
っ
て
い
っ
た
の
か
。
そ
し
て
近
世
で
は
ど
の
よ
う

な
形
で
受
容
さ
れ
た
の
か
。
今
回
は
儒
者
・
東

ひ
が
し

坊ぼ
う

城じ
ょ
う

秀ひ
で

長な
が

の
『
迎こ

う

陽よ
う

記き

』
の
書
誌
を
採

り
な
が
ら
考
察
し
て
み
た
い
。

二
、『
迎
陽
記
』
の
受
容
―
―
転
写
と
伝
承
―
―

１
．『
迎
陽
記
』
と
は

　

ま
ず
は
、
今
回
主
と
し
て
採
り
上
げ
る
『
迎
陽
記
』
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
た
い
。

『
迎
陽
記
』（「
秀
長
卿
記
」「
菅
相
記
」
と
も
）
は
、
南
北
朝
～
室
町
初
期
の
公
卿
・
儒

者
（
漢
学
者
）
で
あ
る
東
坊
城
秀
長
の
日
記
で
、
当
該
期
の
古
記
録
の
中
で
も
、
後
世
史

書
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
江
戸
初
期
の
儒
者
・
林
鵞

峰
は
日
記
『
国
史
館
日
録
』
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
（
返
点
等
は
筆
者
に
よ
る
。

以
下
同
）。

　
〔
国
史
館
日
録
、
寛
文
六
・
五
・
九
条
〕
主（

永
井
尚
庸
）

人
招
二
余（

林
鵞
峰
）

於
其
休
処
一
相
語
、
問
二
館
中
之

事
一
、
余
曰
、「
…
」
又
述
、「『
伏
見
院
御
記
』
在
二
法（

後
水
尾
院
）

皇
御
庫
一
、
是
記
『
東
鑑
』

与
二
『
太
平
記
』一
間
、
又
五
条
家
有
二『
向

〔
迎
〕陽

記
』一
、
彼
祖
莠

〔
秀
〕長

日
記
也
、
是
義（

足
利
）満

之
時
、
此
二
書
出
則
有
二
便
於
編
輯
一
、
○
史
料

纂
集

　

足
利
義
満
の
時
代
に
つ
い
て
史
書
を
編
修
す
る
上
で
至
便
の
書
だ
と
い
う
わ
け
だ
。
ち

な
み
に
鵞
峰
は
、
公
用
の
ル
ー
ト
で
入
手
し
よ
う
と
し
て
失
敗
し
、
結
局
書
肆
出
雲
路
を

通
じ
て
高
値
で
「
菅
家
秘
本
」
を
借
受
け
て
書
写
し
て
い
る
（『
国
史
館
日
録
』
寛
文

九
・
五
・
七
～
八
条
）。
し
か
し
こ
れ
を
書
写
し
若
年
寄
永
井
尚
庸
に
見
せ
た
と
こ
ろ
、「
こ

の
本
は
希
書
然
と
し
て
い
る
が
、
こ
と
ご
と
く
朝
儀
次
第
の
書
物
で
、
取
っ
て
使
う
に
値

す
る
記
事
は
少
い
。」
と
言
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
っ
た
（
同
七
・
七
条
）。

２
．『
迎
陽
記
』
の
諸
本
の
系
統

　

と
こ
ろ
で
『
迎
陽
記
』
に
は
ど
の
よ
う
な
テ
ク
ス
ト
が
存
在
し
て
い
る
の
か
。
記
事
に

つ
い
て
、
ま
た
諸
本
に
つ
い
て
も
す
で
に
小
川
剛
生
氏
の
詳
細
な
整
理
が
あ
り

（
１
）、

内
容
別

に
は
日
次
記
・
改
元
記
・
詩
御
会
記
・
光
厳
院
崩
御
記
（
本
稿
で
は
貞
治
凶
事
記
と
呼
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称
）・
後
光
厳
院
譲
位
記
（
本
稿
で
は
応
安
譲
位
記
と
呼
称
）・
法
華
懺
法
講
記
・
相
国
寺

供
養
記
・
蹴
鞠
御
会
記
・
足
利
義
満
延
暦
寺
登
山
記
・
北
山
院
入
内
記
・
文
集
・
泰
山
府

君
都
状
お
よ
び
そ
の
他
の
逸
文
を
掲
げ
る
が
、
図
書
寮
所
伝
の
も
の
と
し
て
は
、
日
次
記

・
改
元
記
（
改
元
勘
文
含
む
）・
貞
治
凶
事
記
・
応
安
譲
位
記
・
相
国
寺
供
養
記
・
北
山

院
入
内
記
・
文
集
・
泰
山
府
君
都
状
・
逸
文
が
あ
る
。

３
．
13
冊
本
系
『
迎
陽
記
』

　

と
こ
ろ
で
、
そ
れ
ら
は
個
々
別
々
の
取
合
せ
の
も
の
も
多
く
、
系
統
立
て
て
区
分
す
る

の
は
困
難
が
伴
う
が
、
た
と
え
ば
『
国
書
総
目
録
』
な
ど
目
録
の
類
を
瞥
見
す
る
と
、『
迎

陽
記
』
に
は
、
ま
と
ま
っ
た
形
で
残
る
一
三
冊
ひ
と
組
の
も
の
と
、
そ
の
他
の
も
の
が
個

々
に
、
あ
る
い
は
取
合
わ
さ
れ
て
伝
来
す
る
も
の
と
が
あ
る
こ
と
が
分
る
。
ひ
と
ま
ず
前

者
を
「
13
冊
本
系
」
と
称
し
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　

五
条
家
系
写
本
に
よ
っ
て
そ
の
構
成
を
示
せ
ば
、

　

①　

改
元
勘
文
１
（
久
寿
～
建
久
）

　

②　

改
元
勘
文
２
（
正
治
～
仁
治
）

　

③　

改
元
記
１
（
康
安
～
康
暦
）

　

④　

改
元
記
２
（
至
徳
・
嘉
慶
）

　

⑤　

改
元
記
３
（
康
応
・
明
徳
）

　

⑥　

改
元
記
４
（
応
永
）

　

⑦　

文
集
１
（
№
11
加
賀
入
道
五
旬
諷
誦
文
～
18
卜
部
兼
豊
十
三
回
忌
諷
誦
文)

　

⑧　

文
集
２
（
№
19
後
光
厳
院
周
忌
～
43
卜
部
兼
豊
七
回
忌
）

　

⑨　

文
集
３
（
№
44
佐
々
木
崇
永
三
回
忌
～
48
如
空
諷
誦
文
）

　

⑩　

文
集
４
（
№
49
柳
原
忠
光
五
旬
〈
資
藤
〉
～
62
柳
原
忠
光
十
三
回
〈
資
衡
〉）

　

⑪　

文
集
５
（
№
63
大
炊
御
門
内
府
室
一
回
～
70
二
条
為
重
七
回
）

　

⑫　

文
集
６
（
№
71
一
条
実
材
一
周
忌
～
117
足
利
義
満
五
旬
諷
誦
文
〈
秀
長
〉）

　

⑬　

 

文
集
７
（
№
118
足
利
義
満
百
箇
日
願
文
〈
義
持
〉
～
129
足
利
義
満
一
回
忌
諷
誦
文

〈
道
意
〉）

と
な
る
（
な
お
、
作
品
番
号
は
『
本
朝
文
集
』
収
録
順
〈
末
尾
表
２
参
照
〉）。

　

図
書
寮
に
も
こ
の
13
冊
本
系
の
『
迎
陽
記
』
が
伝
来
し
て
い
る
。
栗
皮
表
紙
本
『
迎
陽

記
』（
函
架
番
号
255
─43
） 

が
そ
れ
で
あ
る

（
２
）。

字
こ
そ
端
正
さ
を
欠
く
が
、
栗
皮
表
紙
を
持

つ
、〔
江
戸
前
期
〕
写
本
だ
。
本
奥
書
か
ら
、
五
条
為た

め

適ゆ
く

書
写
本
の
写
し
と
知
ら
れ
る
。

例
と
し
て
第
三
冊
の
本
奥
書
を
挙
げ
れ
ば
、

　
　

〔
図
書
寮
栗
皮
表
紙
本
迎
陽
記
、
第
三
冊
、
本
奥
書
〕

　
　
　

此
『
迎
陽
記
』、
秀
長
卿
以
二
自
筆
之
巻
一
令
二
摸
写
一
、
加
二
一
校
一
畢
、

　
　
　
　

寛
永
七
暦
仲
夏
下
旬　

翰（

五

条

為

適

）

林
学
士
菅
原
朝
臣御

判

と
な
っ
て
い
る
。

　

さ
て
、
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
に
も
、
紅
葉
山
文
庫
旧
蔵
と
い
う
〔
江
戸
前
期
〕
写

の
13
冊
本
『
迎
陽
記
』
が
伝
わ
る
が

（
３
）、

こ
の
写
本
の
本
奥
書
に
よ
れ
ば
、
前
半
は
寛
文
八

年
に
為
適
男
為た

め

庸の
ぶ

の
写
し
た
も
の
が
、
後
半
は
寛
永
七
年
に
為
適
が
写
し
た
も
の
が
そ
れ

ぞ
れ
親
本
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
る
。
と
こ
ろ
が
、
後
半
部
の
書
写
の
時
期
―
―
同
年

内
で
の
時
期
―
―
が
問
題
に
な
る
。
と
も
に
寛
永
七
年
の
書
写
に
掛
る
け
れ
ど
も
、
書
写

し
た
時
期
が
異
な
る
の
だ
。
さ
ら
に
、
内
閣
文
庫
に
は
い
ま
ひ
と
つ
内
務
省
旧
蔵
の
一
二

冊
の
本
―
―
不
幸
に
し
て
第
二
冊
を
欠
く
が
、
13
冊
本
系
の
本
で
あ
る
―
―
が
あ
っ
て

（
４
）、

こ
れ
も
ま
た
親
本
が
寛
永
七
年
内
の
、
前
二
部
と
は
別
の
月
の

0

0

0

0

0

0

0

0

0

書
写
に
掛
る
。

　

ま
ず
は
前
掲
の
本
奥
書
を
整
理
し
た
以
下
の
表
１
を
御
覧
い
た
だ
こ
う
（
奥
書
そ
の
も

の
に
つ
い
て
は
註
の
各
本
書
誌
に
譲
る
）。
な
お
、
表
に
は
、
筆
者
が
図
書
寮
栗
皮
表
紙
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表１　13冊本系『迎陽記』本奥書の比較

冊 内閣文庫紅葉山文庫旧蔵本 内閣文庫内務省旧蔵12冊本 図書寮栗皮表紙本 内閣文庫旧林家本
年月 奥書筆者 親本 年月 奥書筆者 親本 年月 奥書筆者 親本 年月 奥書筆者 親本

１ 寛文８年
初秋 五条為庸 秀長本 寛永７年

仲夏下旬 五条為適 秀長本 ナシ ナシ ナシ ナシ ナシ ナシ

２ 寛文８年
初秋 五条為庸 秀長本 （欠冊） ナシ ナシ ナシ ナシ ナシ ナシ

３ 寛文８年
初秋 五条為庸 秀長本 寛永７年

仲夏下旬 五条為適 秀長本 寛永７年
仲夏下旬 五条為適 秀長本 寛永７年

仲夏下旬 五条為適 秀長本

４ 寛文８年
中秋 五条為庸 秀長本 寛永７年

季夏上旬 五条為適 秀長本 寛永７年
季夏上旬 五条為適 秀長本 　※ 林家本第３冊本奥書は 

同冊中途にあり。５ 寛文８年
中秋 五条為庸 秀長本 寛永７年

季夏上旬 五条為適 秀長本 寛永７年
仲秋中旬 五条為適 秀長本

６ 寛文８年
中秋 五条為庸 秀長本 寛永７年

季夏上旬 五条為適 秀長本 寛永７年
仲秋中旬 五条為適 秀長本 内閣文庫文集（冊次は扉表記等により判断）

年月 奥書筆者 親本

７ 寛永７年
孟夏 五条為適 秀長本 寛永７年

季夏中旬 五条為適 秀長本 ナシ ナシ ナシ 寛永７年
孟夏下旬 五条為適 秀長本

８ 寛永７年
季春下旬 五条為適 秀長本 寛永７年

季夏下旬 五条為適 秀長本 ナシ ナシ ナシ 寛永７年
季夏下旬 五条為適 秀長本

９ 寛永７年
暮春下旬 五条為適 秀長本 寛永７年

季夏下旬 五条為適 秀長本 寛永７年
仲秋中旬 五条為適 秀長本 寛永７年

暮春下旬 五条為適 秀長本

10 寛永７年
仲夏中旬 五条為適 秀長本 寛永７年

孟秋上旬 五条為適 秀長本 寛永７年
仲秋中旬 五条為適 秀長本 寛永７年

仲夏上旬 五条為適 秀長本

11 寛永７年
仲夏中旬 五条為適 秀長本 寛永７年

孟秋上旬 五条為適 秀長本 ナシ ナシ ナシ 寛永７年
仲夏下旬 五条為適 秀長本

12 寛永７年
仲夏下旬 五条為適 秀長本 寛永７年

仲秋中旬 五条為適 秀長本 寛永７年
仲秋中旬 五条為適 秀長本 寛永７年

仲夏下旬 五条為適 秀長本

13 寛永７年
仲夏上旬 五条為適 秀長本 寛永７年

季秋下旬 五条為適 秀長本 寛永７年
仲秋中旬 五条為適 秀長本 寛永７年

仲夏上旬 五条為適 秀長本

図１　五条為適書写本各系統書写期間一覧

A8-9 A13 A10-
11 A12

B1-3 B4 B5-13

C1-3 C4-6 C7 C8-9 C10-
11 C12 C13

上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬
９月

A

B

C

寛永
７年

３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

※この他に内閣文庫本文集もこの系統に属する。
図２　13冊本系統図

（①～⑥）

改元勘文

改元部類 （⑦～⑬）

抄出

（ ）

259-277

（ 坊城俊広本貞
治凶事記部分 ）

文集 殿村本 図書寮本文集 159-57

貞治凶事記
? 内閣文庫坊城本

（13冊本部分のみ存）
国会図書館本坊城俊広本

壬生本

（別　 系） （ 世間流布の本 ） 葉室本（⑫）

五条為庸書写本

五条為適

書写本A

内閣文庫紅葉山

13冊本

内閣文庫林家本

葉-1374

255-43

三室戸誠光本 柳原本⑨ 柳-33
他と合冊

改元記

（別記）

秀長自筆

13冊本

五条為適

書写本B
栗皮表紙本

五条為適

書写本C

内閣文庫内務省

12冊本
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本
と
同
系
と
判
断
し
た
内
閣
文
庫
蔵
林
家
旧
蔵
本
お
よ
び
内
閣
文
庫
本
文
集
も
併
せ
載
せ

て
あ
る
こ
と
に
注
意
さ
れ
た
い
。

　

為
適
の
本
奥
書
の
順
に
整
理
す
る
と
、
図
１
の
よ
う
に
な
る
。
つ
ま
り
、
ほ
ぼ
同
時
期

に
最
低
三
度
（
便
宜
図
１
の
如
く
Ａ
～
Ｃ
系
統
と
呼
称
）
同
じ
本
を
書
写
し
て
い
る
こ
と

に
な
る
（
と
は
い
え
、「
書
写
せ
し
め
」
た
と
い
う
こ
と
は
、
為
適
自
身
の
書
写
で
は
な

い
わ
け
だ
が
）。『
迎
陽
記
』
に
当
時
何
ら
か
の
需
要
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
と
思
わ
れ
る
。

　

一
見
し
て
分
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
「
13
冊
本
系
」
本
は
、
五
条
家
周
辺
で
、
秀
長
自
筆

本
か
ら
の
転
写
に
よ
り
生
れ
た
も
の
で
あ
る

（
５
）。

　

さ
て
こ
こ
で
振
返
っ
て
み
る
と
、
先
に
引
用
し
た
『
国
史
館
日
録
』
で
鵞
峰
は
、「
五

条
家
に
『
迎
陽
記
』
が
あ
る
（
五
条
家
有
二『
向

〔
迎
〕陽

記
』一
、）」
と
語
る（

６
）。

な
る
ほ
ど
、
こ

れ
こ
そ
諸
本
の
本
奥
書
に
い
う
秀
長
自
筆
本
の
こ
と
だ
ろ
う
（
内
閣
文
庫
13
冊
本
前
半
の

本
奥
書
を
信
用
す
れ
ば
、
少
く
と
も
寛
文
八
年
ま
で
は
秀
長
自
筆
本
が
五
条
家
に
伝
来
し

て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
国
史
館
日
録
』
の
記
事
が
寛
文
六
な
い
し
九
年
の
も
の

で
あ
る
こ
と
と
も
符
合
す
る

（
７
））。

な
ぜ
こ
の
よ
う
に
短
期
間
に
何
度
も
書
写
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
か
は
改
め
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
だ
。

　

こ
の
13
冊
本
系
に
属
す
る
他
の
図
書
寮
本
を
挙
げ
れ
ば
、

　
　

壬�

生
本
（
259
─277
）：
取
合
せ
本
だ
が
、
基
本
的
に
は
13
冊
本
の
各
冊
を
寄
せ
た
も
の
。

13
冊
本
系
以
外
の
も
の
と
し
て
貞
治
凶
事
記
を
附
す
。

　
　

葉�

室
本
（
葉
─1374
）：
無
奥
書
系
13
冊
本
の
零
本
。
第
一
二
冊
の
み
現
存
。

　
　

柳�

原
本
（
柳
─33
）
第
九
冊
：
図
書
寮
本
と
同
系
統
（
図
２
「
五
条
為
適
書
写
本
Ｂ
」）

に
属
す
る
三
室
戸
誠
光
本
を
合
冊
す
る
。

の
三
つ
が
あ
る
。

　

壬
生
本（

８
）は

、
奥
書
に
い
う
「
世
間
流
布
」
の
『
迎
陽
記
』
た
る
13
冊
本
系
本
文
と
（
次

節
参
照
）、
貞
治
凶
事
記
を
併
せ
た
も
の
で
、
筆
蹟
も
複
数
交
じ
る
た
め
、
壬
生
家
で
（
時

間
を
か
け
て
）「
世
間
流
布
」
本
た
る
13
冊
本
系
諸
本
文
（
本
章
第
４
節
を
見
よ
）
を
蒐
集
、

合
冊
し
た
も
の
と
思
し
い
（
季
連
ま
た
は
そ
れ
以
降
の
壬
生
家
の
人
に
よ
っ
て
合
冊
さ
れ

た
と
み
て
よ
い
。
な
お
、
季
連
書
写
に
掛
る
の
は
筆
蹟
か
ら
判
断
し
て
貞
治
凶
事
記
部
分

の
み
で
あ
る
）。
そ
の
際
披
見
し
た
も
の
の
ひ
と
つ
が
奥
書
に
見
え
る
坊
城
俊
広
本
で
、

現
在
内
閣
文
庫
に
遺
る
も
の
（
請
求
番
号
146
─131
）
が
そ
れ
に
当
る
と
思
し
い
が
、
こ
れ

は
無
奥
書
の
13
冊
本
系
に
属
す
る
か
ら
、
当
然
季
連
が
校
合
に
用
い
た
こ
と
は
想
像
に
難

く
な
い
。
と
こ
ろ
で
そ
の
坊
城
本
は
い
ま
三
冊
本
と
し
て
13
冊
本
系
本
文
の
み
を
伝
え
る

が
、
表
紙
外
題
脇
に
「
共
四
」
と
あ
る
か
ら
、
そ
の
失
わ
れ
た
四
冊
目
が
貞
治
凶
事
記
だ

っ
た
の
だ
ろ
う
（
壬
生
本
季
連
奥
書
か
ら
す
る
と
、
世
間
流
布
本
以
外
で
坊
城
本
に
あ
っ

た
の
は
貞
治
凶
事
記
の
み
だ
か
ら
、
他
の
別
記
・
日
次
記
の
合
綴
の
可
能
性
は
な
い
）。

　

葉
室
本（

９
）は

、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
（
請
求
記
号 

わ210.4-48

）
と
同
様
、
奥
書
を
一

切
持
た
な
い
本
と
考
え
ら
れ
、
広
義
の
13
冊
本
系
に
含
ま
れ
る
が
、
五
条
家
系
の
本
と
は

別
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
思
し
い（
こ
の
系
統
は
総
じ
て「（
本
）奥
書
を
持
た
な
い
こ
と
」

が
そ
の
最
大
の
特
徴
で
あ
る
―
―
た
め
に
こ
の
系
統
が
さ
ら
に
ど
こ
ま
で
分
類
で
き
る
か

は
今
の
と
こ
ろ
定
か
で
は
な
い
か
ら
、
姑
く
措
く
。
後
考
を
期
し
た
い
）。
し
か
も
現
在

そ
の
大
半
は
失
わ
れ
、
文
集
の
一
部
し
か
存
せ
ぬ
。

　

柳
原
本
に
つ
い
て
は
『
迎
陽
記
』
全
体
と
し
て
の
作
成
経
緯
が
異
な
る
の
で
略
述
す
る

の
は
難
し
い
。
但
、
柳
原
紀も

と

光み
つ

の
蒐
集
本
の
ひ
と
つ
で
あ
る
こ
と
だ
け
は
確
実
で
あ
る
。

柳
原
家
旧
蔵
書
は
全
体
と
し
て
、「
若
干
の
家
記
類
の
他
は
大
半
が
江
戸
後
期
に
お
け
る

紀
光
の
蒐
集
に
係
」
り
、「
紀
光
は
修
史
の
事
業
に
執
し
て
諸
方
に
旧
記
を
渉
猟
し
、
書

写
し
て
こ
れ
を
自
得
す
る
こ
と
に
た
ゆ
ま
ざ
る
努
力
を
払
っ
た
」
こ
と
で
成
立
し
た
蔵
書

群
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
朝
儀
関
係
に
紀
光
自
筆
本
が
多
い
。『
続
史
愚
抄
』
編
纂
の

（
10
）

（
11
）

（
12
）

（
13
）

（
14
）
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た
め
蒐
集
し
た
ら
し
い
零
本
・
逸
文
等
を
寄
集
め
て
成
冊
し
た
も
の
も
あ
る
。
で
は
、
本

稿
で
話
題
と
し
て
い
る
『
迎
陽
記
』
に
つ
い
て
は
如
何
。
現
在
、『
和
漢
図
書
分
類
目
録
』

（
書
陵
部
）
に
は
、「
柳
原
紀
光
寫
」
と
あ
り
、
概
ね
そ
れ
で
間
違
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る

（
ま
た
詳
し
く
見
て
ゆ
く
と
、
後
述
す
る
が
、
中
本
部
分
に
、
紀
光
筆
で
な
い
、「
三
室
戸

誠
光
本
」
が
雑
じ
っ
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
べ
き
だ
〈
ゆ
え
に
細
か
く
言
え
ば
、「
柳

原
紀
光
等
写
」
が
正
し
い
〉。
こ
の
よ
う
な
取
合
せ
状
態
な
の
は
た
と
え
ば
『
忠
光
卿
記
』

〈
柳
─642
〉
も
同
様
だ
が
、
本
書
は
全
体
を
通
し
て
紀
光
の
筆
で
あ
る
）。
た
だ
、
各
冊
の

形
態
に
鑑
み
れ
ば
、
蒐
集
経
緯
は
大
体
三
～
四
段
階
に
で
も
分
類
で
き
よ
う
か
（
詳
細
は

書
誌
〈
註
（
8
）
に
就
け
〉）。
概
ね
刷
毛
目
表
紙
本
（
こ
れ
に
は
包
背
装
と
通
常
の
線
装

が
あ
る
）
と
宿
紙
表
紙
本
の
二
（
～
三
）
種
大
本
と
中
本
で
そ
れ
ぞ
れ
分
れ
る
。
ま
た
第

九
冊
に
つ
い
て
言
え
ば
、
そ
れ
自
体
本
文
は
取
合
せ
な
が
ら
（
註
（
11
）
の
書
誌
参
照
）、

柳
原
紀
光
写
で
な
い
部
分
―
―
三
室
戸
本
―
―
が
五
条
為
適
書
写
本
Ｂ
系
で
、
も
と
別
冊

で
あ
っ
た
も
の
を
他
の
部
分
と
併
せ
一
冊
と
し
た
の
だ
ろ
う
。
全
体
の
中
で
、
第
七
～
九

の
三
冊
だ
け
が
中
本
で
あ
り
（
他
六
冊
は
大
本
）、
三
室
戸
誠
光
の
没
年
か
ら
考
え
る
と

そ
の
部
分
の
成
立
時
期
は
遡
る
の
で
、
三
室
戸
本
を
紀
光
が
得
て
、
そ
の
大
き
さ
に
合
せ

て
第
七
～
九
冊
を
作
成
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
上
で
、
第
一
～
六
冊
の
大
き
さ

は
大
本
で
あ
る
こ
と
も
併
せ
れ
ば
、
三
室
戸
本
を
得
た
の
は
第
一
～
六
冊
成
立
時
以
降
か

と
思
惟
す
る
。

　

さ
て
、
本
文
自
体
は
13
冊
本
系
に
属
し
な
が
ら
も
、
特
殊
な
の
が
い
わ
ゆ
る
『
迎
陽
文

集
』
で
あ
る
。

　

13
冊
本
系
に
お
け
る
文
集
は
、
前
述
の
と
お
り
第
七
～
一
三
冊
に
相
当
し
、
諸
本
各
冊

の
内
容
は
一
致
す
る
。

　

図
書
寮
に
は
書
名
を
『
迎
陽
文
集
』
と
す
る
一
冊
が
あ
る
が
（
159
─57
）、
奥
書
に
よ
れ

（
15
）

（
16
）

ば
こ
れ
は
明
治
十
九
年
に
図
書
寮
が
殿
村
恵
津
蔵
本
を
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
殿
村
恵
津

（『
明
治
富
豪
譚
』
で
は
「
ゑ
つ
」
と
す
る
）
は
、『
商
業
資
料
』
明
治
二
十
九
年
一
月
十

日
号
に
よ
れ
ば
、
大
坂
の
両
替
商
と
し
て
名
高
い
米
屋
平
右
衛
門
家
の
当
主
で
あ
る
よ
う

だ
。
図
書
寮
で
は
明
治
十
七
～
九
年
に
様
々
な
本
の
謄
写
を
行
っ
て
お
り
、
殿
村
系
の
謄

写
本
も
多
数
所
蔵
し
て
い
る
。
ま
た
別
に
、『〈
大
坂
内
平
野
町
〉
殿
村
蔵
書
目
録
』（
102
─

68
）
も
架
蔵
し
て
い
る
。
そ
れ
に
、

　
　
〔
殿
村
蔵
書
目
録
、
別
四
番
〕
一
、『
迎
陽
文
集
』　　
　

二
冊

と
あ
る
が
、
こ
れ
こ
そ
図
書
寮
本
文
集
の
親
本
だ
ろ
う
。
ま
た
同
書
に
は
槙
村
正
直
よ
り

小
河
一
敏
宛
の
書
翰
（
返
翰
）
が
合
綴
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
お
そ
ら
く
は
修

史
館
の
目
的
に
よ
る
と
こ
ろ
が
ま
ず
あ
っ
て
（「
歴
史
編
輯
ニ
付
、
古
書
被
レ
見
度
之
趣

有
レ
之
、」）、
槙
村
が
か
ね
て
心
に
と
め
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
長
松
幹
も
要
求
し
て
き
て

い
た
ら
し
い
（「
先
年
来
長
松
氏
被
二
申
越
一
候
趣
も
有
レ
之
、」）。
最
初
は
建
仁
寺
の
蔵
書

に
目
を
つ
け
て
い
た
が
、
仏
書
・
漢
籍
ば
か
り
で
い
ま
ひ
と
つ
修
史
に
は
役
立
た
な
か
っ

た
よ
う
だ
（「
多
分
仏
書
・
漢
籍
ニ
而
表
題
ノ
ミ
に
て
ハ
」
云
々
）。
そ
こ
で
話
題
に
上
っ

た
の
が
殿
村
氏
の
蔵
書
だ
っ
た
ら
し
い
（「
且
又
大
坂
府
下
殿
村
ゑ
つ
と
申
も
の
所
蔵
之

古
書
多
く
の
由
、
兼
テ
御
聞
及
ビ
に
候
、」）。
こ
の
書
翰
は
註
（
16
）
で
述
べ
る
よ
う
に

明
治
十
七
年
以
前
の
も
の
と
思
し
い
が
、
実
際
図
書
寮
本
『
迎
陽
文
集
』
自
体
は
明
治
十

九
年
に
作
ら
れ
た
も
の
だ
か
ら
、
明
治
十
年
代
後
半
か
ら
殿
村
家
の
蔵
書
が
修
史
館
な
ど

に
よ
っ
て
大
量
に
筆
写
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
図
書
寮
で
の
殿
村
蔵
本

書
写
は
、
お
お
よ
そ
明
治
十
九
年
の
も
の
と
み
て
よ
い
。

　

さ
て
、
本
冊
の
内
容
を
考
え
て
み
る
と
、
わ
ず
か
に
№
118
～
129
・
11
～
18
・
44
～
48
の

み
で
あ
り
、
順
序
も
ば
ら
ば
ら
で
あ
る
こ
と
が
分
る
。
一
方
で
、
こ
の
作
品
群
は
そ
れ
ぞ

れ
13
冊
本
の
そ
れ
ぞ
れ
第
一
三
・
七
・
九
冊
に
相
当
す
る
か
ら
、
冊
ご
と
の
構
成
は
変
ら

（
17
）

（
18
）

（
19
）

（
20
）
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な
い
。
小
川
氏
の
考
察
に
よ
れ
ば
文
集
の
編
集
に
は
五
条
父
子
が
絡
ん
で
い
る
と
い
う
か

ら
、
図
書
寮
本
（
お
よ
び
親
本
た
る
殿
村
本
）
も
や
は
り
（
五
条
家
系
の
）
13
冊
本
系
に

属
す
る
の
で
あ
る
。

４
．
改
元
に
関
係
し
な
い
別
記
、
お
よ
び
日
次
記

　

図
書
寮
に
は
、
前
掲
の
壬
生
家
伝
来
の
一
写
本
が
あ
っ
て
、
本
文
の
字
な
ど
を
瞥
見
す

る
に
、
も
と
数
冊
あ
っ
た
本
を
合
冊
し
て
い
る
も
の
と
思
し
い
が
（
註
（
8
）
の
書
誌
を

参
照
せ
よ
）、
そ
の
最
後
の
部
分
―
―
貞
治
凶
事
記
―
―
に
興
味
深
い
奥
書
が
あ
る
。
そ

れ
に
曰
く
、

　
　

〔
壬
生
本
迎
陽
記
、
貞
治
凶
事
記
部
分
、
本
奥
書
〕

　
　
　

 

以
二
小
川
坊
城
前
大
納
言
〈
俊
広
卿
、〉
本
一
書
写
／
校
考
、
此
一
冊
〈
凶
事
、〉

世
間
流
布
之
／
『
迎
陽
記
』
之
中
無
レ
之
云
々
、
可
レ
禁
二
他
見
一
者
也
、

　
　
　
　

延
宝
六
年
七
月
廿
七
日
左（

壬
生
季
連
）

大
史
小
槻
（
花
押
）

と
。
こ
れ
か
ら
以
下
の
ふ
た
つ
の
事
実
が
導
か
れ
る
。

　

Ａ
） 

貞
治
凶
事
記
は
、「
世
間
流
布
」
の
本
と
は
別
系
統
で
あ
る
。

　

Ｂ
） 「
世
間
流
布
」
の
本
は
、
改
元
記
・
改
元
勘
文
と
文
集
―
―
い
わ
ゆ
る
13
冊
本
系

―
―
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
（
註
（
8
）
の
書
誌
を
見
よ
）。

　

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
図
書
寮
の
諸
写
本
を
見
る
と
、「
世
間
流
布
」
で
な
い

系
統
の
写
本
も
見
つ
か
る
。
試
み
に
内
容
ご
と
に
挙
げ
れ
ば
、

　
（
ア
）　 

貞
治
凶
事
記
→
諸
陵
寮
本
（
陵
─381
）・
鷹
司
本
貞
治
凶
事
記
（
350
─510
）・
図
書

寮
本
貞
治
凶
事
記
（
256
─36
）・
藤
波
本
（
217
─408
）
第
一
冊
・
壬
生
本
（
259
─

277
）
末
尾
部
分
（
註
（
8
）
書
誌
参
照
）

　
（
イ
）　

応
安
譲
位
記
→
藤
波
本
（
217
─408
）
第
一
冊
・
柳
原
本
（
柳
─33
）
第
一
冊

（
21
）

（
22
）

（
23
）

（
24
）

　
（
ウ
）　

相
国
寺
供
養
記
→
柳
原
本
（
柳
─33
）
第
三
冊

　
（
エ
）　 

北
山
院
入
内
記
→
柳
原
本
（
柳
─33
）
第
六
冊
・
久
世
本
（
259
─133
）
第
二
冊
・

鷹
司
本
北
山
院
入
内
記
（
259
─265
）

と
な
る
（
な
お
、（
ウ
）
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
『
群
書
類
従
』
に
入
っ
て
い
る
）。 

　

以
上
は
別
記
だ
が
、
日
次
記
も
あ
る
。

　
（
オ
）　

康
暦
元
（
永
和
五
）
年
・
同
二
年
記
→
柳
原
本
（
柳
─33
）
第
二
冊

　
（
カ
）　

応
永
五
・
六
年
記
→
柳
原
本
（
柳
─33
）
第
四
冊
・
藤
波
本
（
217
─408
）
第
二
冊

　
（
キ
）　 

応
永
八
年
記
→
柳
原
本
（
柳
─33
）
第
五
冊･

藤
波
本
（
217
─408
）
第
三
冊･

久
世

本
（
259
─133
）
第
一
冊

の
三
種
が
そ
れ
で
あ
る
（
以
上
（
オ
）
～
（
キ
）
は
す
で
に
史
料
纂
集
に
て
小
川
氏
に
よ

り
翻
刻
さ
れ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
）。

　

図
書
寮
所
伝
本
で
も
い
ず
れ
も
当
該
日
次
記
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
別
記
が
異
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
種
の
日
次
記
同
士
で
あ
っ
て
も
そ
の
系
統
が
異
な
っ
て
い
る
と
思

し
い
。
一
方
、（
オ
）
～
（
キ
）
の
そ
れ
ぞ
れ
が
、
諸
本
筆
録
期
間
を
同
じ
く
す
る
こ
と

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
祖
本
は
大
略
一
種
ず
つ
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
な
お
、
日
次
記
に
つ

い
て
は
小
川
氏
が
、
も
と
も
と
秀
長
自
筆
本
が
中
山
家
に
伝
来
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る
（
小
川
「
迎
陽
記
諸
本
の
研
究
」）。
こ
と
に
応
永
八
年
春
記
は
、「
お
そ
ら
く
は
江
戸

中
期
以
後
、
薩
戒
記
か
ら
分
離
し
た
後
に
流
布
し
た
本
文
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。」

と
い
う
か
ら
（
同
上
）、
13
冊
本
系
の
成
立
よ
り
も
現
実
的
な
「
祖
本
」
の
成
立
は
下
る

と
思
し
い
。

５
．『
迎
陽
記
』
逸
文

　

さ
て
、
図
書
寮
に
「
本
」
の
形
で
伝
来
し
て
い
る
の
は
以
上
の
諸
本
で
あ
っ
た
が
、
そ

（
25
）

（
26
）

（
27
）

（
28
）

（
29
）



（ 26 ）

れ
以
外
に
、
叢
書
・
部
類
記
中
に
引
用
さ
れ
伝
わ
っ
た
逸
文
を
紹
介
し
た
い
。

　
　
　
　

イ
）『
砂
巌
』
所
収
永
徳
二
年
・
応
永
二
年
条

　
『
砂
巌
』（
柳
─385
）
所
引
部
分
に
つ
い
て
は
す
で
に
図
書
寮
叢
刊
で
翻
刻
さ
れ
て
い
る

の
で
（
図
書
寮
叢
刊
二
一
〇
ペ
ー
ジ
）、
参
照
さ
れ
た
い
（『
砂
巌
』
自
体
に
つ
い
て
も
図

書
寮
叢
刊
の
解
題
を
参
照
さ
れ
た
い
。
こ
こ
で
は
書
誌
等
省
略
す
る
）。
永
徳
二
年
四
月

二
十
八
日
条
（
新
院
〈
後
円
融
院
〉
御
幸
始
）
と
応
永
二
年
九
月
十
六
日
条
（
足
利
義
満

受
戒
）
の
記
事
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
本
人
で
は
な
く
、
一
門
の
出
仕
が
あ
っ
た
。
装
束
に

関
す
る
記
述
が
書
抜
か
れ
た
と
思
し
い
。

　
　
　
　

ロ
）
そ
の
他
部
類
記
等
所
収
の
逸
文

　

こ
の
他
に
は
ど
の
よ
う
な
逸
文
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。『
図
書
寮
典
籍
解
題
─続
歴
史
篇
』

に
拠
れ
ば
、
以
下
の
書
物
に
『
迎
陽
記
』
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

　
（
１
）　
『
懺
法
講
部
類
』（
350
─44
、
鷹
司
本
）
→
康
暦
二
年
正
月
（
後
光
厳
院
七
回
忌
）

　
（
２
）　
『
曼
供
部
類
記
』（
葉
─376
）
→
応
永
六
年
四
月
（
後
円
融
院
七
回
忌
）

　
（
３
）　
『
御
譲
位
部
類
記
』（
264
─713
、
庭
田
本
）
→
応
安
四
年
（
光
厳
院
譲
位
）

な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
書
誌
に
つ
い
て
は
『
図
書
寮
典
籍
解
題
』
に
就
か
れ
た
い
。

　

ま
た
他
に
『
毫
埃
』（
255
─
115
）
第
一
冊
に
も
『
迎
陽
記
』
の
逸
文
が
あ
る
。
貞
治
三

年
七
月
～
応
永
十
四
年
三
月
を
収
録
す
る
が
、
記
事
の
多
く
は
崩
御
・
薨
去
、
懴
法
・
供

養
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
日
次
記
・
別
記
の
筆
録
期
間
の
内
に
収
ま
る
。

６
．
補
遺
―
―
『
迎
陽
記
』
で
は
な
い
が
『
迎
陽
記
』
と
さ
れ
る
も
の
―
―

　

実
は
、
書
名
を
『
迎
陽
記
』
と
称
し
な
が
ら
、『
迎
陽
記
』
で
は
な
い
も
の
が
存
在
す
る
。

『
迎
陽
記�

泰
山
府
君
都
状
』（
土
─99
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
本
来
な
ら
ば
「
泰
山
府
君
都
状
」

を
書
名
と
し
て
採
り
、「
迎
陽
記
」
を
一
名
（A

nother N
am

e

）
と
す
べ
き
だ
が
、
現

（
30
）

状
の
よ
う
な
整
理
を
さ
れ
て
い
る
の
は
、
内
題
を
欠
き
、
外
題
に
拠
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ

た
こ
と
に
よ
る
と
思
し
い
（
土
御
門
家
献
納
本
の
目
録
〈『
図
書
録
』（
識
別
番
号 

乙
286
）

大
正
六
年
第
七
号
文
書
・『
図
書
録
別
冊
二
』（
識
別
番
号63584

）
大
正
五
年
第
一
号
文

書
に
そ
れ
ぞ
れ
目
録
が
附
属
〉
を
瞥
見
す
れ
ば
、
や
は
り
外
題
で
採
っ
て
お
り
、
こ
の
目

録
の
ま
ま
現
行
書
名
と
し
た
か
）。
と
こ
ろ
が
、
原
本
を
一
見
す
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、

本
書
扉
の
「
迎
陽
記
〈
□
他
〉」
と
い
う
文
字
は
摺
消
さ
れ
て
い
て
（
註
（
30
）
書
誌
参
照
）、

書
写
者
も
本
書
が
『
迎
陽
記
』
で
な
い
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、

後
世
外
題
に
「
迎
陽
記
」
と
書
い
て
し
ま
っ
た
の
で
（
整
理
者
も
そ
れ
に
引
き
ず
ら
れ
）、

現
行
書
名
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
思
し
い
。

　

摺
消
さ
れ
て
い
る
理
由
は
明
快
で
、
そ
の
所
収
年
次
に
秀
長
在
世
中
の
も
の
が
な
い
か

ら
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
た
と
え
ば
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
謄
写
本
（
親
本
は
徳
川
昭
武
本
―
―
水
戸

徳
川
本
）
で
も
「
貞
治
凶
事
記
」
等
と
合
冊
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
ど
う
や
ら

単
独
で
は
伝
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
ら
し
く
、
そ
れ
が
分
離
し
た
際
に
「
迎
陽
記
」
の
三
文

字
を
連
れ
て
き
て
し
ま
っ
た
と
考
え
る
の
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

　

こ
の
よ
う
な
経
緯
に
鑑
み
れ
ば
、
い
た
ず
ら
に
書
名
か
ら
「
迎
陽
記
」
の
三
文
字
を
削

る
の
は
短
絡
に
過
ぎ
よ
う
。
そ
れ
こ
そ
一
名
に
採
る
か
、
備
考
と
し
て
こ
の
こ
と
を
記
事

と
し
て
お
く
の
が
妥
当
か
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
し
か
し
、
今
回
は
本
題
か
ら

外
れ
る
の
で
姑
く
措
く
）。

三
、『
迎
陽
記
』
の
伝
来
と
漢
学
の
継
承

１
．
諸
本
の
伝
来
と
漢
学
の
継
承
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こ
の
『
迎
陽
記
』
の
伝
来
等
を
閲
す
る
に
、
主
た
る
関
心
事
は
改
元
だ
っ
た
こ
と
は
明

白
で
あ
る
。
ま
ず
も
っ
て
改
元
記
が
中
心
た
る
13
冊
本
系
が
多
く
残
っ
て
い
る
こ
と
が
そ

の
証
左
に
な
ろ
う
。
し
か
も
本
来
東
坊
城
家
に
伝
来
し
て
然
る
べ
き
日
次
記
原
本
が
、
現

存
の
筆
録
期
間
部
分
は
中
山
家
に
伝
来
し
て
い
た
ら
し
い
と
い
う
小
川
氏
の
指
摘
（
小
川

「
迎
陽
記
諸
本
の
研
究
」）
は
、
日
次
記
自
体
早
く
に
東
坊
城
家
を
離
れ
散
佚
し
て
し
ま
っ

た
こ
と
を
如
実
に
表
し
て
い
る
。

　

13
冊
本
系
写
本
は
言
う
ま
で
も
な
く
文
集
を
そ
の
主
要
な
構
成
要
素
と
す
る
か
ら
、
13

冊
本
系
が
多
く
残
っ
て
い
る
こ
と
は
、
文
集
も
多
く
残
っ
て
い
る
こ
と
と
同
義
で
あ
る
。

加
え
て
文
集
の
み
の
伝
来
も
ま
ま
あ
る
（
図
書
寮
本
文
集
・
内
閣
文
庫
本
文
集
な
ど
）。

　

ち
な
み
に
『
本
朝
文
集
』
所
収
の
各
作
品
を
見
る
と
、「
迎
陽
記
幾
」
と
い
う
か
た
ち

で
典
拠
を
示
し
て
あ
る
が
、
こ
れ
は
13
冊
本
の
各
作
品
の
収
め
ら
れ
た
冊
次
に
一
致
す
る
。

し
た
が
っ
て
、
水
戸
藩
で
『
本
朝
文
集
』
が
編
纂
さ
れ
た
と
き
参
照
さ
れ
た
の
も
13
冊
本

系
の
写
本
で
あ
っ
た
の
だ
。

　

と
こ
ろ
で
、『
本
朝
文
集
』
の
よ
う
に
編
集
さ
れ
る
と
情
報
と
し
て
抜
け
落
ち
て
し
ま

う
の
が
、
本
文
の
傍
注
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

　
〔
迎
陽
記
、
文
集
、
佐
々
木
崇
永
三
廻
忌
願
文
〕
夫
／
仁孟

子
ー者

無
敵
、
難
避
煩
悩
之
魔
軍
、

／
勇論

語
ー者

不
懼
、
争
禦
分
叚
之
妄
兵
、
／
浮荘

子
ー
生
死
也
、

休
之
理
、
仁
勇
不
免
者
乎
、
／
恭
惟
過
去

幽
霊
、
隣
質
貞
亮
、
英
気
醇
懿柳

文
ー、

／
守
江
州
而
施
恩
、
老論

語
ー者

安
少
者
壊
、
／
莅
城
塁

而
取
義
、
剛毛

詩
、剛
亦
ー
、柔
亦
ー
、

不
吐
柔
不
茹
、
／
洸
々
之
威
、
可見

白
氏
六
帖
、

比
宜
僚
之
当
五
百
、
／
赳毛

詩
ー
武
失
、

々
之
気
、

何見
白
氏
六
帖
、

異
毛
遂
之
出
三
千
、
／
戦
伐
功
高
、
不柳

文
ー見

矜
満
之
色
、
／
止
足
志
厚
、

更論
語
ー無

驕
佚
之
行
、
／
…　
○
図
書
寮
本

迎
陽
文
集

の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
（
便
宜
訓
点
省
略
）。

　

こ
れ
ら
典
拠
の
記
載
は
諸
本
で
同
一
だ
か
ら
、
結
局
の
と
こ
ろ
誰
の
手
に
な
る
物
か
は

（
31
）

判
然
と
し
な
い
け
れ
ど
、
少
く
と
も
い
ず
れ
か
の
時
点
で
、『
迎
陽
記
』
を
享
受
し
た
人

び
と
が
、
必
要
が
あ
っ
て
記
し
、
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
一
連
の
作
業
か

ら
も
、
13
冊
本
系
『
迎
陽
記
』
が
、
漢
学
・
儒
業
の
ツ
ー
ル
と
し
て
受
容
さ
れ
て
き
た
こ

と
が
示
さ
れ
る
。

　

ま
た
前
述
の
通
り
、
13
冊
本
系
は
改
元
記
・
改
元
勘
文
・
文
集
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、

改
元
と
願
文
・
諷
誦
文
等
の
草
進
は
儒
者
と
し
て
の
主
要
な
仕
事
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
写

本
群
自
体
が
儒
者
用
の
ツ
ー
ル
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

　

し
か
も
そ
れ
が
通
常
の
日
次
記
や
、
凶
事
記
・
譲
位
記
な
ど
よ
り
ず
っ
と
多
く
残
っ
て

い
る
こ
と
、
ま
た
「
世
間
流
布
」
の
本
と
称
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
13
冊
本
系

の
姿
こ
そ
が
『
迎
陽
記
』
受
容
の
縮
図
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

第
一
章
で
触
れ
た
、
新
写
本
を
見
た
永
井
の
「
朝
儀
次
第
の
こ
と
ば
か
り
で
取
る
に
値

す
る
記
事
な
し
」
と
の
台
詞
は
、
実
際
13
冊
本
が
「
儒
者
向
け
」
で
あ
っ
て
国
史
編
修
に

対
し
て
益
が
少
い
と
見
做
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
も
の
だ
っ
た
こ
と
へ
の
端
的
な
感
想
と
い

え
る
。
し
か
し
、
裏
を
返
せ
ば
、
そ
の
方
面
で
は
至
便
の
書
だ
っ
た
の
だ
。

２
．
東
坊
城
家
の
改
元
勘
例
集

　

と
こ
ろ
で
、
今
ま
で
見
て
き
た
『
迎
陽
記
』
改
元
勘
文
・
改
元
記
と
同
様
の
目
的
で
作

成
さ
れ
（
但
、秀
長
撰
で
は
な
い
）、東
坊
城
家
に
伝
わ
っ
て
い
た
も
の
の
ひ
と
つ
が
、『
元

秘
抄
』（
高
辻
長な

が
成し

げ
撰
）
で
あ
る
。
図
書
寮
に
は
古
写
本
で
あ
る
山
科
言
経
・
同
言
継
写
、

同
師
言
書
継
の
一
冊
が
伝
来
し
て
い
る
が
、こ
れ
の
親
本
は
東
坊
城
和
長
本
で
、そ
の
（
お

お
よ
そ
の
）
元
と
な
っ
て
い
る
の
は
ど
う
や
ら
秀
長
書
写
本
ら
し
い
の
だ
。
左
に
巻
一
の

本
奥
書
（
20
ウ
に
あ
り
）
を
掲
げ
れ
ば
、

　
〔
山
科
家
本
元
秘
抄
、
巻
一
、
本
奥
書
〕

（
32
）
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此本
云

抄
、
長（

高
辻
）成

卿
編
集
〈
云
々
、〉
諸
家
被
レ
用
レ
抄
也
、
最
可
レ
秘
、
／
但
、
依
二
一

乱
一
餘
巻
紛
失
畢
、
只
今
所
持
分
四
巻
、
相
残
訖
、
可
／
レ
謂
二
道
之
冥
助
一
歟
、

殊
老
祖
父
〈
秀
ー長

卿
、〉
迎
陽
御
筆
也
、
猶
可
レ
為
二
／
重
代
之
抄
一
、
然
此
一
巻
者
、

奥
不
レ
足
、
仍
予
不
レ
恥
二
悪
跡
一
、
借
二
手
於
毛
類
一
、
以
二
他
本
一
書
二
─続
之
一
訖
、

又
康
元
已
来
文
明
之
今
、
其
間
号
之
事
、
同
書
之
餘
巻
亦
如
レ
此
、
定
長
成
、
秀

長
両
卿
／
者
可
レ
笑
二
愚
質
之
賡
載
一
歟
、
最
可
レ
恐
可
レ
羞
矣
、

　
　
　
　
　

文
明
十
九
年
五
月
日　
　
　
　

翰
林
小
士
菅
和
長

の
如
き
で
あ
る
。
こ
の
本
奥
書
は
、（
本
稿
で
見
て
き
た
『
迎
陽
記
』
に
も
関
る
）
ふ
た

つ
の
重
要
な
視
点
を
与
え
て
く
れ
る
。

　

ひ
と
つ
目
は
、
東
坊
城
家
に
と
っ
て
長
成
・
秀
長
の
ふ
た
り
が
主
要
な
先
祖
と
し
て
認

識
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
長
成
は
、
五
条
（
坊
城
）
流
の
始
祖
た
る
高
長

の
兄
で
、
直
接
に
は
東
坊
城
家
の
先
祖
に
は
あ
た
ら
な
い
が
、
こ
と
改
元
や
対
外
国
書
起

草
な
ど
漢
学
関
係
に
つ
い
て
は
先
例
と
し
て
仰
ぐ
べ
き
存
在
だ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
秀
長
は
、
東
坊
城
家
の
家
祖
で
は
な
い
が
、
二
条
良
基
・
足
利
義
満
と
い
っ
た
北
朝

宮
廷
の
中
枢
部
に
引
立
て
ら
れ
、
他
の
菅
家
公
卿
に
類
を
見
な
い
昇
進
を
し
た
こ
と
、
文

事
で
の
業
績
・
遺
産
が
多
大
だ
っ
た
こ
と
が
そ
の
理
由
で
あ
ろ
う
。

　

い
ま
ひ
と
つ
は
、
長
成
・
秀
長
と
い
っ
た
偉
大
な
先
祖
の
業
績
が
亡
び
な
い
よ
う
、
あ

る
い
は
そ
れ
を
補
え
る
よ
う
、
折
々
補
完
・
増
訂
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
（
こ
の
点
、

和
長
の
『
桂
林
遺
芳
抄
』『
西
襦
鈔
』
編
纂
も
参
考
に
な
ろ
う
）。
こ
の
あ
た
り
は
伊
藤
慎

吾
氏
の
詳
述
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
伊
藤
『
室
町
戦
国
期
の
公
家
社
会
と
文
事
』）。
こ

の
営
み
は
、
実
務
官
僚
と
し
て
の
儒
者
の
側
面
を
表
す
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
学
問
的

営
為
の
継
承
の
実
態
を
も
明
ら
か
に
す
る
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。

（
33
）

四
、
む
す
び
に
か
え
て

　

今
回
、
東
坊
城
秀
長
『
迎
陽
記
』
を
中
心
と
し
て
、
儒
者
の
家
業
た
る
学
問
（
漢
学
）

あ
る
い
は
そ
れ
に
関
連
す
る
ツ
ー
ル
（
書
物
）
が
ど
の
よ
う
に
享
受
・
継
承
さ
れ
て
き
た

か
を
略
述
し
て
き
た
が
、
学
問
の
継
承
が
書
物
へ
の
書
入
れ
、
書
物
の
蒐
集
、
お
よ
び
そ

の
編
集
・
再
編
集
に
よ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
た
か
と
思
う
。
秀
長
は
鴻
儒
で
あ
る
が
、
鴻

儒
の
鴻
儒
た
る
所
以
は
、
本
人
の
素
質
は
当
然
な
が
ら
、
ひ
と
え
に
後
人
が
い
か
に
彼
の

業
績
を
大
切
に
伝
え
て
き
た
か
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
そ
れ
は
他
の
家
の
日
記
の
扱

い
方
と
同
様
だ
が
、『
元
秘
抄
』『
迎
陽
文
集
』
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
「
別
記
」「
部
類
記
」

と
は
異
な
る
書
物
も
併
せ
参
看
す
れ
ば
、
儒
家
の
文
事
継
承
の
仕
組
み
は
よ
り
鮮
明
に
な

る
。
儒
者
は
そ
の
家
業
の
特
殊
性
か
ら
こ
れ
ま
で
研
究
が
盛
ん
で
は
な
か
っ
た
が
、
逆
に

そ
の
特
殊
性
に
着
目
す
れ
ば
、
そ
の
実
態
は
明
ら
か
に
し
や
す
い
も
の
と
思
惟
す
る
。

　

注

　
（
1
）　

小
川
剛
生
「
迎
陽
記
諸
本
の
研
究
」『
足
利
義
満
期
の
室
町
幕
府
将
軍
権
力
に
お
け
る
政

治
・
文
化
の
相
互
補
完
的
関
係
の
研
究
』（
平
成
一
七
―
一
九
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金　

基

盤
研
究
Ｃ
研
究
成
果
報
告
書
、
二
〇
〇
八
年
）。

　
（
2
）　

参
考
ま
で
に
栗
皮
表
紙
本
の
書
誌
を
掲
げ
て
お
く
（
大
き
さ
の
単
位
は
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
。
各
図
書
寮
蔵
本
蔵
書
印
の
番
号
は
、図
書
寮
叢
刊
『
書
陵
部
蔵
書
印
譜
』（
上
下
）
に
よ
る
。

以
下
同
）。

　
　

 
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
蔵
。
函
架
番
号
255
─43
。
和
装
・
大
本
・
13
冊
。〔
江
戸
前
期
〕
写
。

原
装
栗
皮
表
紙
27
・
３
×
19
・
７
。
左
肩
双
辺
（
二
冊
目
以
降
無
辺
）
題
簽
「
迎
陽
記　
〈
幾
〉」

（
印
刷
枠
内
墨
書
）
15
・
３
×
３
・
４
。
無
辺
無
界
、
８
行
16
字
前
後
。
本
文
初
行
字
高
18
・
４
。
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句
読
点
等
な
し
。
朱
符
号
・
墨
書
注
記
等
あ
り
。
丁
付
な
し
。
各
冊
丁
数
①
40
（
う
ち
前
遊

紙
１
・
目
録
１
・
後
遊
紙
１
）
②
56
（
う
ち
前
遊
紙
１
・
目
録
１
。
墨
付
を
示
す
「
五
十
五
」

と
記
す
小
紙
裏
見
返
に
あ
り
）
③
52
（
う
ち
目
録
１
・
後
遊
紙
１
）
④
32
（
う
ち
前
遊
紙
１
・

後
遊
紙
１
）
⑤
30
（
う
ち
前
遊
紙
１
・
目
録
１
・
後
遊
紙
１
）
⑥
26
（
う
ち
前
遊
紙
１
。
墨

付
表
記
「
廿
五
」
と
あ
り
）
⑦
33
（
う
ち
前
遊
紙
１
・
後
遊
紙
１
）
⑧
42
（
う
ち
前
遊
紙
１
・

目
録
１
・
後
遊
紙
１
）
⑨
19
（
う
ち
前
遊
紙
１
・
後
遊
紙
１
）
⑩
26
（
う
ち
前
遊
紙
１
）
⑪

26
（
う
ち
前
遊
紙
１
・
目
録
１
・
後
遊
紙
１
）
⑫
49
（
う
ち
前
遊
紙
１
・
後
遊
紙
１
）
⑬
22
（
う

ち
前
遊
紙
１
・
後
遊
紙
１
）。
本
奥
書
は
第
三
・
四
・
五
・
六
・
九
・
一
〇
・
一
二
・
一
三
冊

に
あ
り
（
３
：「
此
迎
陽
記
、
秀
長
卿
以
自
筆
之
巻
令
摸
／
写
、
加
一
校
畢
、
／
（
低
１
格
）

寛
永
七
暦
仲
夏
下
旬
（
隔
１
格
）
翰
林
学
士
菅
原
朝
臣御

判」
４
：「
此
迎
陽
記
、
秀
長
卿
以
自
筆

之
巻
令
摸
／
写
、
加
一
校
畢
、
／
（
低
１
格
）
寛
永
七
暦
季
夏
上
旬
（
隔
１
格
）
翰
林
学
士

菅
原
朝
臣御

判」
５
：「
此
迎
陽
記
、
秀
長
卿
以
自
筆
之
巻
令
摸
写
、
加
／
一
校
畢
、
／
（
低
１
格
）

寛
永
七
暦
仲
秋
中
旬
（
隔
１
格
）
翰
林
学
士
菅
原
朝
臣御

判」
６
：「
此
迎
陽
記
、
秀
長
卿
以
自
筆

之
巻
令
摸
写
、
／
加
一
校
畢
、
／
（
低
１
格
）
寛
永
七
暦
仲
秋
中
旬
（
隔
１
格
）
翰
林
学
士

菅
原
朝
臣御

判」
９
：「
此
迎
陽
記
、
秀
長
卿
以
自
筆
之
巻
令
摸
写
、
／
加
一
校
畢
、
／
（
低
１
格
）

寛
永
七
暦
仲
秋
中
旬
（
隔
１
格
）
翰
林
学
士
菅
原
朝
臣御

判」
10
：「
此
迎
陽
記
、
秀
長
卿
以
自
筆

之
巻
令
摸
写
、
加
／
一
校
畢
、
／
（
低
１
格
）
寛
永
七
暦
仲
秋
中
旬
（
隔
１
格
）
翰
林
学
士

菅
原
朝
臣御

判」
12
：「
此
迎
陽
記
、
秀
長
卿
以
自
筆
之
巻
令
摸
／
写
、
加
一
校
畢
、
／
（
低
１
格
）

寛
永
七
暦
仲
秋
中
旬
（
隔
１
格
）
翰
林
学
士
菅
原
朝
臣御

判」
13
：「
此
迎
陽
記
、
秀
長
卿
以
自
筆

之
巻
令
摸
写
、
／
加
一
校
畢
、
／
（
低
１
格
）
寛
永
七
暦
仲
秋
中
旬
（
隔
１
格
）
翰
林
学
士

菅
原
朝
臣御

判」）。
朱
方
印
「
信
古
堂
／
藏
書
」（
楷
書
陽
刻
）
3
・
4
×
3
・
6
（
各
冊
首
）、

図
書
寮
Ｂ
印
。
表
紙
ハ
リ
紙
「
五
十
三
〈
共
二
／
十
三
冊
〉」（
第
一
冊
）、「
和
七
」（
第
二
～

一
三
冊
）。
旧
ラ
ベ
ル
、
図
書
寮
ラ
ベ
ル
。
小
口
書
「
迎
陽
記　

幾
」。

　
　

 

な
お
、
こ
の
本
は
、
明
治
二
十
二
年
の
『
帝
室
図
書
目
録
』（
宮
内
庁
図
書
館
蔵
。
請
求
記
号

029.3-11

）
上
巻
「
記
録
」
四
ペ
ー
ジ
に
す
で
に
見
え
る
の
で
、
ご
く
初
期
の
収
書
と
分
る
。

　
（
3
）　

参
考
ま
で
に
紅
葉
山
文
庫
旧
蔵
本
の
書
誌
を
掲
げ
れ
ば
以
下
の
と
お
り
。

　
　

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
。
請
求
番
号
146
─132
。
和
装
・
大
本
・
13
冊
。〔
江
戸
前
期
〕
写
。

香
色
雲
母
刷
丸
龍
唐
草
文
表
紙
、
30
・
０
×
21
・
０
。
左
肩
無
辺
題
簽
「
迎
陽
記
〈
幾
（
○
十

三
の

み
小
字
「
終
」

を
附
す
、

）〉」（
墨
書
）
17
・
６
×
３
・
５
。
表
見
返
上
部
「
閣
263
」
の
鉛
筆
書
。
無
辺
無
界

８
行
18
字
前
後
、
字
高
21
・
３
、
句
読
点
等
な
し
、
朱
字
注
記
あ
り
。
各
冊
丁
数
①
43
（
う

ち
前
遊
紙
１
・
目
録
１
・
後
遊
紙
１
）
②
59
（
う
ち
前
遊
紙
１
・
目
録
１
・
後
遊
紙
１
）
③

55
（
う
ち
前
遊
紙
１
・
目
録
１
・
後
遊
紙
１
）
④
33
（
う
ち
前
遊
紙
１
・
後
遊
紙
１
）
⑤
33
（
う

ち
前
遊
紙
１
・
目
録
１
・
後
遊
紙
１
）
⑥
28
（
う
ち
前
遊
紙
１
・
後
遊
紙
１
）
⑦
35
（
う
ち

前
遊
紙
１
・
後
遊
紙
１
）
⑧
46
（
う
ち
前
遊
紙
１
・
目
録
１
・
後
遊
紙
１
）
⑨
20
（
う
ち
前

遊
紙
１
・
後
遊
紙
１
）
⑩
29
（
う
ち
前
遊
紙
１
・
後
遊
紙
１
）
⑪
29
（
う
ち
前
遊
紙
１
・
目

録
１
・
後
遊
紙
１
）
⑫
51
（
う
ち
前
遊
紙
１
・
後
遊
紙
１
）
⑬
24
（
う
ち
前
遊
紙
１
・
後
遊

紙
１
）。
本
奥
書
：
①
～
③
「
此
迎
陽
記
、
秀
長
卿
以
自
筆
巻
令
書
写
畢
、
／
雖
草
字
故
不
字

正
以
推
量
管
見
令
改
／
正
者
也
、
尤
誤
繁
多
而
已
、
／
／
（
低
１
格
）
寛
文
八
年
初
秋
天
（
隔

２
格
）
菅
為
庸
」
④
～
⑥
は
①
の
「
初
秋
」
→
「
仲
秋
」
⑦
「
此
迎
陽
記
、
秀
長
卿
以
自
筆

之
巻
令
書
写
、
／
雖
草
字
故
不
字
正
、
以
推
量
管
見
令
改
字
、
尤
誤
／
繁
多
而
已
、
／
／
（
低

１
格
）
寛
永
七
暦
孟
夏
下
旬
（
隔
２
格
）
翰
林
学
士
菅
為
適
」
⑧
「
此
迎
陽
記
、
秀
長
卿
以

自
筆
之
巻
令
摸
写
、
／
雖
然
魯
魚
烏
焉
馬
之
誤
尤
且
千
也
、
以
推
量
之
管
見
令
改
之
訖
、
／

／
（
低
１
格
）
寛
永
七
年
季
春
下
旬
（
隔
２
格
）
翰
林
学
士
菅
為
適
」
⑨
は
⑧
の
「
季
春
」

→
「
暮
春
」
⑩
「
此
迎
陽
記
、
秀
長
卿
以
自
筆
之
巻
令
書
写
、
／
雖
然
草
字
故
不
字
正
、
以

推
量
令
改
正
者
也
、
／
／
（
低
１
格
）
寛
永
七
年
仲
夏
上
旬
（
隔
２
格
）
翰
林
学
士
菅
為
適
」

⑪
は
⑩
の
「
以
」
以
下
が
「
以
推
量
改
字
、
尤
誤
繁
多
而
已
、
／
／
（
低
１
格
）
寛
永
七
年

仲
夏
中
旬
（
隔
２
格
）
翰
林
学
士
菅
為
適
」
⑫
は
⑩
の
「
以
」
以
下
が
「
以
推
量
改
字
者
也
、

／
／
（
低
１
格
） 

寛
永
七
年
仲
夏
下
旬
（
隔
２
格
）
翰
林
学
士
菅
為
適
」
⑬
は
⑪
の
「
中
旬
」

→
「
上
旬
」。
秘
閣
図
書
之
章
②
（
内
閣
文
庫
蔵
書
印
譜
に
い
う
丙
種
）、
朱
方
印
「
日
本
／

政
府
／
圖
書
」（
篆
文
陽
刻
）
４
・
５
×
４
・
５
、
朱
方
印
「
内
閣
／
文
庫
」
４
・
１
×
４
・
１
。

太
政
官
ラ
ベ
ル
、
内
閣
文
庫
旧
・
現
ラ
ベ
ル
、「
史
料
備
用
」
ラ
ベ
ル
（
青
色
消
印
押
捺
）。

ハ
リ
紙
「
殲
」（
朱
字
。
在
第
１
冊
表
紙
）、「
明
治
十
八
年
七
月
、
依
水
戸
本
校
／
（
行
末
）

長
谷
信
道
（
朱
印
○
印
文

「
信
道
」
）」・「
異
本
張
札
／
右
迎
陽
記
三
巻
、
以
木
村
太
七
伝
借
之
本
写
之

／
（
空
格
）
天
和
元
年
辛
酉
冬
十
二
月
」（
い
ず
れ
も
朱
筆
。
在
第
一
冊
後
遊
紙
ウ
）、「
呂
林



（ 30 ）

白
水
之
本
謄
録
」（
朱
筆
。
第
一
三
冊
後
遊
紙
ウ
）。
小
口
書
「
迎
陽
記
幾
」。
函
号
下
札
（
第

一
冊
小
口
）。
表
紙
に
「
共
十
四三 三
（
○
朱
字
に
て
「
四
」

を
「
三
」
に
改
む
、
）」
の
墨
書
。

　
　

な
お
、
紅
葉
山
文
庫
旧
蔵
と
い
う
こ
と
は
、『
楓
山
文
庫
御
書
籍
目
録
』（
図
書
寮
文
庫
蔵
。

函
架
番
号
451
─51
）
国
書
部
家
記
類
に
「『
迎
陽
記
』
十
三
冊　

菅
原
秀
長
卿
撰
」
と
あ
る
こ

と
か
ら
確
か
め
ら
れ
る
（
現
在
内
閣
文
庫
に
あ
る
『
迎
陽
記
』
の
一
三
冊
の
本
は
、
こ
れ
と

教
部
省
旧
蔵
本
の
二
部
の
み
）。
ま
た
、
そ
れ
よ
り
古
い
と
さ
れ
る
『
重
訂
楓
山
御
書
籍
目
録
』

（
図
書
寮
文
庫
蔵
。
函
架
番
号
101
─132
）
上
巻
家
記
類
に
も
「『
迎
陽
記
』　

菅
原
秀
長
卿
撰　

十
三
冊
」
と
見
え
る
。

　
（
4
）　

こ
の
内
務
省
12
冊
本
は
、
お
そ
ら
く
は
明
治
初
期
に
同
省
が
坊
間
流
出
本
を
購
入
・
蒐

集
し
て
い
た
事
業
に
係
る
も
の
だ
ろ
う
（
こ
の
内
務
省
の
坊
間
流
出
本
購
入
に
つ
い
て
は
、

中
村
一
紀
「
宮
内
庁
書
陵
部
と
所
蔵
資
料
群
」〈『
古
文
書
研
究
』
六
二
号
、
二
〇
〇
六
年
〉・

長
澤
孝
三
『
幕
府
の
ふ
み
く
ら
』〈
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二
年
〉
参
照
）。
以
下
に
内
務
省

旧
蔵
12
冊
本
書
誌
を
掲
げ
る
。

　
　

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
。
請
求
番
号
146
─134
。〔
江
戸
前
期
〕
写
。
和
装
・
大
本
・
12
冊
。

卍
繋
艶
出
丹
表
紙
26
・
６
×
19
・
５
（
朝
鮮
綴
）。
第
一
冊
中
央
打
付
書
「
向迎
陽
記　

全
十
三

　

一
」・
第
二
冊
以
降
左
肩
打
付
書
「
迎
陽
記
三
（
～
十
三
）」。
内
題
「
迎
陽
記
巻
第
幾
」。

８
行
16
字
前
後
、
訓
点
・
傍
記
等
ま
ま
あ
り
、
注
小
字
双
行
。
各
冊
丁
数
①
37
②
50
③
30
④

27
⑤
25
⑥
31
⑦
40
⑧
17
⑨
24
⑩
23
⑪
47
⑫
19
（
他
に
各
冊
前
遊
紙
１
・
後
遊
紙
２
ず
つ
、
②

③
⑩
に
扉
各
１
）。
各
冊
に
本
奥
書
「
此
迎
陽
記
秀
長
卿
以
自
筆
之
巻
令
摸
写
／
加
一
校
畢
、

／
／
（
低
１
格
）
寛
永
七
暦
仲
夏
下
旬
（
隔
１
格
）
翰
林
学
士
菅
原
朝
臣御

判」（
第
一
冊
。
各
冊

改
行
位
置
異
な
る〈
詳
細
省
略
〉。
ま
た
各
日
付
は
表
１
参
照
）。
朱
方
印「
大
日
本
／
帝
國（
空

格
）
／
圖
書
印
」（
篆
文
陽
刻
）
７
・
０
×
６
・
８
、
朱
方
印
「
日
本
／
政
府
／
圖
書
」（
篆

文
陽
刻
）
４
・
６
×
４
・
６
、
朱
方
印
「
太
政
官
／
文
庫
」（
篆
文
陽
刻
）
４
・
６
×
４
・
６
。

太
政
官
文
庫
ラ
ベ
ル
、
内
閣
文
庫
新
旧
ラ
ベ
ル
（
以
上
三
種
各
冊
）、
第
一
冊
の
み
別
に
古
い

ラ
ベ
ル
あ
り（
内
閣
文
庫
旧
ラ
ベ
ル
が
重
な
る
）。
第
一
冊
小
口
函
号
下
札
。
第
一
冊
見
返「
號
」

墨
書
の
紙
片
。
内
務
省
蒐
集
坊
間
流
出
本
。
13
冊
本
第
二
冊
欠
。

　
（
5
）　
『
迎
陽
記
』
改
元
記
部
分
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
五
条
為
適
書
写
本
系
の
も
の

よ
り
遡
る
写
本
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
（
小
川
氏
の
御
教
示
）。

　
（
6
）　
『
向
陽
記
』
と
す
る
の
を
単
な
る
誤
記
と
一
笑
に
附
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
い
う
の
も
、

内
務
省
12
冊
本
の
第
一
冊
外
題
が
ま
さ
に
も
と「
向
陽
記
」と
書
か
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る（
註

（
4
）
に
て
言
及
し
た
と
お
り
、
こ
の
本
も
ま
た
為
適
書
写
本
を
親
本
と
す
る
こ
と
に
注
意
）。

　
（
7
）　

伊
藤
慎
吾
氏
が
つ
と
に
紹
介
し
て
い
る
よ
う
に
、五
条
為
適
は
『
迎
陽
記
』
の
他
に
も
『
和

長
卿
記
』（
秀
長
玄
孫
和
長
の
日
記
）
を
和
長
自
筆
本
か
ら
転
写
し
て
い
る
（
伊
藤
慎
吾
『
室

町
戦
国
期
の
公
家
社
会
と
文
事
』
三
弥
井
書
店
、二
〇
一
二
年
）。
そ
う
い
っ
た
状
況
を
見
れ
ば
、

東
坊
城
家
に
伝
来
し
て
い
た
は
ず
の
当
主
自
筆
本
が
、
多
く
五
条
家
に
流
れ
て
い
た
ら
し
い

こ
と
が
分
る
。

　
　

な
お
小
川
氏
は
、
東
坊
城
長
維
と
五
条
為
適
の
兄
弟
関
係
を
秀
長
自
筆
本
が
容
易
に
披
見
し

え
た
理
由
に
挙
げ
て
い
る
（
小
川
「
迎
陽
記
諸
本
の
研
究
」）。
そ
も
そ
も
五
条
家
は
、も
と
「
坊

城
」
と
号
し
、
の
ち
「
五
条
」
に
改
め
た
家
で
あ
り
（
宮
内
公
文
書
館
蔵
『
五
条
系
譜
』〈『
華

族
系
譜
』
の
う
ち
。
識
別
番
号78982

〉・
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
『
東
坊
城
家
譜
』〈
請
求

番
号
4175
─290
〉）、
家
号
か
ら
し
て
も
東
坊
城
家
と
か
な
り
近
い
関
係
に
あ
っ
た
も
の
と
思
し
く
、

菅
家
一
門
内
で
の
養
子
関
係
以
前
に
強
く
同
族
間
の
連
帯
が
強
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
ま
た
、

東
坊
城
家
が
「
裏
坊
城
」
と
呼
称
さ
れ
て
い
た
こ
と
〈『〔
至
徳
三
年
〕
和
漢
聯
句
』〉
に
も
注
意
）。

こ
れ
よ
り
先
、
東
坊
城
和
長
と
高
辻
章
長
・
五
条
為
学
に
も
親
し
い
交
友
関
係
が
あ
っ
た
と

い
う
（
伊
藤
『
室
町
戦
国
期
の
公
家
社
会
と
文
事
』）。

　
（
8
）　

壬
生
本
の
書
誌
は
以
下
の
と
お
り
。

　
　

宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
蔵
。
函
架
番
号
259
─277
。
和
装
・
大
本
・
１
冊
。
江
戸
中
期
写
（
書

写
下
限
延
宝
六
年
、
延
宝
六
年
以
降
合
冊
）。
香
色
無
地
表
紙
28
・
６
×
20
・
９
。
左
肩
打
付

書
「
迎
陽
記
〈
改
元
記
并
諷
誦
文
／
合
冊
（
隔
２
格
）
凶
事
、〉」、
右
肩
ラ
ベ
ル
下
墨
書
「
康

安
（
隔
１
格
）
貞
治
（
隔
１
格
）
應
安
（
隔
１
格
）
永
和
（
隔
１
格
）
康
暦
／
至
徳
（
隔
１
格
）

嘉
慶
（
隔
１
格
）
康
應
（
隔
１
格
）
明
徳
（
隔
１
格
）
應
永
」、右
上
部
綴
糸
右
側
に
朱
小
字
「
壬

生
本
」。
無
辺
無
界
、
行
数
字
数
区
々
（
①
～
⑦
の
各
部
に
10
行
と
９
行
あ
り
、
各
行
も
15
～

26
字
前
後)
。
字
高
23
～
24
程
度
。
一
部
訓
点
・
朱
符
号
・
墨
書
注
記
等
あ
り
。
丁
付
な
し
。

以
下
の
七
つ
の
部
分
か
ら
成
る
。
①
康
安
・
貞
治
・
応
安
・
永
和
・
康
暦
度
改
元
記
②
至
徳
・
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嘉
慶
度
改
元
記
③
康
応
・
明
徳
度
改
元
記
④
応
永
度
改
元
記
⑤
文
集
３
（
44
～
48
）
⑥
文
集

４
（
49
～
62
）
⑦
貞
治
凶
事
記
。
①
、
②
、
③
と
⑤
、
④
と
⑥
、
⑦
の
五
種
の
筆
蹟
あ
り
（
⑦

は
壬
生
季
連
ヵ
）。
裏
表
紙
見
返
奥
書
「
以
小
川
坊
城
前
大
納
言
〈
俊
広
卿
、〉
本
書
写
／
校
考
、

此
一
冊
〈
凶
事
、〉
世
間
流
布
之
／
迎
陽
記
之
中
無
之
云
々
、
可
禁
他
見
者
也
、
／
（
低
１
格
）

延
宝
六
年
七
月
廿
七
日
左
大
史
小

（
壬
生
季
連
）

槻
（
花
押
）」。
図
書
寮
Ｂ
（
冊
首
）・
壬
生
家
③
印
（
季
連

の
蔵
書
印
。
①
～
⑦
各
部
首
）。
旧
ラ
ベ
ル
・
図
書
寮
ラ
ベ
ル
。
小
口
書
「
迎
陽
記
」。

　
（
9
）　

葉
室
本
の
書
誌
は
以
下
の
と
お
り
。

　
　

宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
蔵
。
函
架
番
号 

葉
─1374
。
和
装
・
大
本
・
１
冊
（
零
本
。
存
第

一
二
冊
）。〔
江
戸
前
期
〕
写
。
香
色
無
地
表
紙
27
・
１
×
20
・
３
（
大
和
綴
〈
紙
縒
綴
〉）。

左
肩
打
付
書
「
迎
陽
記
〈
第
十
二
〉」。
前
遊
紙
１
丁
。
無
辺
無
界
10
行
16
字
、
字
高
20
・
９
、

符
号
等
な
し
、
墨
書
書
入
あ
り
、
38
丁
。
奥
書
・
識
語
な
し
。
宮
内
省
①
・
葉
室
家
②
⑧
⑨
印
。

図
書
寮
ラ
ベ
ル
。
な
お
内
容
は
文
集
部
分
№
71
～
117
に
相
当
。

　
　

ち
な
み
に
、
現
在
葉
室
本
は
虫
損
甚
だ
し
く
、
一
般
の
閲
覧
に
は
供
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を

申
し
添
え
て
お
く
。

　
（
10
）　

五
条
為
適
・
為
庸
が
関
与
す
る
13
冊
本
な
ら
ば
、
第
一
二
冊
は
、
基
本
的
に
は
奥
書
を

持
つ
た
め
で
あ
る
。
註
（
2
）
～
（
4
）
書
誌
参
照
。

　
（
11
）　

小
川
氏
は
、「
為
適
の
奥
書
を
持
た
な
い
本
も
全
て
同
じ
内
容
で
あ
る
が
、
同
一
写
本
で

あ
り
な
が
ら
各
改
元
に
よ
っ
て
本
文
の
良
質
の
も
の
と
粗
悪
の
も
の
と
が
あ
り
、
ど
れ
が
良

質
の
写
本
で
あ
る
か
は
一
概
に
決
め
が
た
い
。
僅
か
な
が
ら
字
句
の
異
同
も
あ
る
。
…
為
適
・

為
庸
と
は
別
の
ル
ー
ト
で
江
戸
期
に
伝
え
ら
れ
た
改
元
記
が
取
り
込
ま
れ
た
可
能
性
も
考
え

ら
れ
よ
う
。」
と
述
べ
ら
れ
る
（
小
川
「
迎
陽
記
諸
本
の
研
究
」）。
氏
も
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、

改
元
記
自
体
が
室
町
中
期
に
は
写
本
が
作
ら
れ
流
布
し
て
い
た
よ
う
だ
か
ら
、
五
条
家
系
以

外
の
本
文
が
存
在
し
て
い
て
何
ら
不
思
議
は
な
い
。

　
（
12
）　

さ
て
、
こ
こ
に
柳
原
本
の
書
誌
を
記
し
て
お
く
。

　
　

宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
蔵
。
函
架
番
号 

柳
─33
。
和
装
・
大
本
６
＋
中
本
３
冊
（
計
９
冊
）。

江
戸
後
期
写
（
一
部
江
戸
前
期
写
）。
①
縦
横
刷
毛
目
表
紙
26
・
０
×
18
・
８
（
大
和
綴
・
包

背
装
、
も
と
四
ッ
目
綴
、
改
装
痕
あ
り
）、
②
縦
刷
毛
目
表
紙
26
・
５
×
20
・
０
、
③
⑥
宿
紙

表
紙
27
・
５
×
19
・
６
、
④
⑤
横
刷
毛
目
表
紙
27
・
５
×
20
・
０
、
⑦
～
⑨
青
鈍
色
無
地
表

紙
20
・
０
×
13
・
８
。
①
～
⑥
左
肩
打
付
書
「
迎
陽
記
」、
右
方
に
年
次
と
内
容
（
ま
た
は
月

・
季
節
。
小
字
）
を
記
す
。
外
題
下
に
「
共
九
」
と
あ
り
。
⑦
～
⑨
左
肩
双
辺
題
簽
「
迎
陽
記

〈
文
集
（
・
改
元
勘
文
・
改
元
部
類
）〉
共
九
」（
印
刷
枠
内
墨
書
）
13
・
５
×
２
・
７
。
①
無

辺
無
界
10
行
20
字
前
後
、
朱
筆
傍
記
あ
り
、
句
読
点
・
訓
点
な
し
、
左
傍
朱
圏
点
あ
り
、
18

丁
（
＋
前
後
遊
紙
各
１
）。
②
無
辺
無
界
12
行
24
字
前
後
、
朱
筆
の
傍
記
・
修
正
あ
り
、
句
読

点
・
訓
点
な
し
、
朱
合
点
・
頭
書
等
あ
り
、
54
丁
（
表
見
返
に
原
扉
貼
付
）。
③
無
辺
無
界
13

行
35
字
前
後
、
朱
筆
の
傍
記
・
修
正
あ
り
、
左
傍
朱
圏
点
等
あ
り
、
11
丁
。
④
無
辺
無
界
11

行
26
字
前
後
、
朱
筆
の
傍
記
・
修
正
あ
り
、
朱
合
点
・
符
号
等
あ
り
、
49
丁
。
⑤
無
辺
無
界

11
行
24
字
前
後
、
朱
筆
の
傍
記
・
合
点
・
頭
書
・
圏
点
あ
り
、
33
丁
。
④
と
同
筆
か
。
⑥
無

辺
無
界
13
行
30
字
前
後
、
朱
筆
の
傍
記
・
修
正
・
合
点
等
あ
り
、
墨
書
訓
点
あ
り
、
13
丁
（
＋

前
遊
紙
１
）。
⑦
無
辺
無
界
８
行
16
字
前
後
、朱
筆
の
点
・
注
あ
り
、墨
書
訓
点
あ
り
、204
丁
（
＋

目
録
１
）。
⑧
書
式
同
前
、
朱
・
墨
の
合
点
あ
り
、
一
部
訓
点
あ
り
、
91
丁
（
＋
後
遊
紙
１
）。

⑨
書
式
同
前
、
目
録
一
部
に
朱
点
、
132
丁
（
＋
目
録
１
）。
な
お
、
⑦
～
⑨
に
原
表
紙
（
表
裏

と
も
）
あ
り
。
奥
書
・
識
語
等
は
以
下
の
通
り
。
①
「
一
見
加
名
字
、
／
（
低
２
格
）
明
治

十
五
年
二
月
一
日
（
隔
10
格
程
度
）（
花
押
）」（
朱
小
字
）
②
⒜
「
一
校
了
」（
朱
筆
。
年
次

未
詳
。
朱
頭
書
と
同
筆
）
⒝
「
明
治
十
四
年
十
二
月
八
日
、一
見
以
公
卿
補
任
加
名
字
了
、（
隔

10
格
程
度
）（
花
押
）」（
朱
小
字
。
①
お
よ
び
本
冊
朱
傍
記
と
同
筆
）
③
「
明
治
十
五
年
二
月

一
日
、
一
覧
加
名
字
了
、（
隔
10
格
程
度
）（
花
押
）」（
①
②
と
花
押
が
異
な
る
）
④
「
明
治

十
五
年
二
月
二
日
、
一
覧
以
公
卿
補
任
加
名
字
了
、（
隔
10
格
程
度
）（
花
押
）」（
朱
小
字
。

①
②
と
同
筆
・
同
花
押
）
⑤
「
明
治
十
五
年
二
月
三
日
、
一
見
以
公
卿
補
任
加
名
字
、（
隔
10

格
程
度
）（
花
押
）」（
朱
小
字
。
③
と
同
花
押
）
⑥
「
明
治
十
五
年
五
、十
一
、一
見
加
名
字
、（
隔

20
格
程
度
）（
花
押
）」（
朱
小
字
。
①
③
ど
ち
ら
と
も
別
花
押
）⑨
⒜
目
録
部
分
、「
至
徳
度
」「
嘉

慶
度
〈
愚
勘
〉」
に
そ
れ
ぞ
れ
「
三
室
戸
誠
光
卿
筆
」「
同
上
」
と
あ
る
。
⒝
嘉
慶
度
部
分
末

本
奥
書
「
此
迎
陽
記
、
秀
長
卿
以
自
筆
之
巻
令
摸
写
、
／
加
一
校
畢
、
／
／
（
低
１
格
）
寛

永
七
暦
季
夏
上
旬
翰
林
学
士
菅
原
朝
臣御

判」。
宮
内
省
①
・
柳
原
家
①
印
。
図
書
寮
ラ
ベ
ル
。
各

冊
表
紙
右
隅
に
朱
字
で
冊
次
を
記
す
。
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ま
た
第
九
冊
「
三
室
戸
誠
光
卿
筆
」
と
注
記
の
あ
る
部
分
（
至
徳
度
・
嘉
慶
度
）
に
つ
き
、

①
筆
跡
が
、
こ
れ
と
他
の
部
分
と
で
異
な
る
こ
と
、
②
虫
損
が
こ
れ
と
他
の
部
分
と
は
異
な

る
こ
と
、
③
「
柳
原
庫
」
印
の
位
置
、
④
こ
の
部
分
に
あ
る
五
条
為
適
の
本
奥
書
（
Ｂ
系
統
）、

の
四
つ
か
ら
も
、
も
と
分
冊
だ
っ
た
も
の
を
一
冊
に
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
が
、
目
録

の
書
入
れ
と
①
と
を
併
せ
推
せ
ば
、
ま
さ
に
「
三
室
戸
誠
光
卿
筆
」
そ
の
も
の
だ
と
考
え
る

の
が
至
当
だ
ろ
う
。

　
　

ち
な
み
に
校
合
奥
書
に
よ
れ
ば
、
柳
原
家
で
は
紀
光
蔵
書
の
校
合
な
ど
を
明
治
期
に
行
っ
て

い
た
ら
し
い
。
ま
た
、
修
史
局
か
ら
そ
の
蔵
書
を
借
用
し
て
い
る
（
光
愛
の
維
新
以
前
諸
儀

取
調
御
用
と
し
て
の
立
場
も
関
係
す
る
か
。『
修
史
局
蔵
書
柳
原
光
愛
借
用
目
録
』〈
柳
─835
、

明
治
九
年
十
二
月
写
〉）。
右
の
目
録
に
『
迎
陽
記
』
の
書
名
は
見
出
せ
な
い
け
れ
ど
も
、
同

様
の
借
用
が
何
度
か
あ
っ
た
こ
と
、
あ
る
い
は
修
史
局
以
外
か
ら
の
借
用
を
、
こ
の
奥
書
か

ら
想
定
可
能
か
と
思
惟
す
る
。

　
（
13
）　

図
書
寮
叢
刊
『
書
陵
部
蔵
書
印
譜
』
上
巻
、
一
〇
ペ
ー
ジ
。

　
（
14
）　

中
村
「
宮
内
庁
書
陵
部
と
所
蔵
資
料
群
」。

　
（
15
）　

小
川
氏
は
、「
長
く
東
坊
城
家
に
秘
蔵
さ
れ
て
き
た
と
見
ら
れ
」
る
秀
長
の
自
筆
の
作
品

集
が
既
に
「
断
爛
で
あ
っ
て
、
為
適
・
為
庸
が
相
当
に
無
理
な
編
修
を
し
て
巻
を
分
か
っ
た

と
思
わ
れ
る
。」
と
す
る
（
小
川
「
迎
陽
記
諸
本
の
研
究
」）。

　
（
16
）　

図
書
寮
本
『
迎
陽
文
集
』
の
書
誌
は
以
下
の
と
お
り
。

　
　

宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
蔵
。
函
架
番
号
157
─59
。
和
装
・
大
本
・
１
冊
。
明
治
十
九
年
写
。

縹
色
布
目
表
紙
27
・
３
×
19
・
３
。
左
肩
双
辺
題
簽
「
迎
陽
文
集　
　

全
」（
印
刷
枠
内
墨
書
）

20
・
１
×
４
・
０
。
扉
１
（
左
肩
墨
書
「
迎
陽
文
集
」）。
無
辺
無
界
10
行
20
字
、
字
高
21
・
６
、

句
読
点
・
訓
点
等
な
し
、
墨
書
傍
記
・
朱
筆
書
入
・
朱
符
号
あ
り
、
丁
付
丁
中
央
部
（「
柱
」

相
当
部
）
に
あ
り
。
49
丁
（
除
扉
）。
奥
書
（
１
）
49
ウ
墨
書
「
殿
村
恵
津
蔵
書
ヲ
以
写
、」

同
ハ
リ
紙
１
「
明
治
拾
九
年
六
月
謄
写
／
墨
附
四
拾
八

（
マ
マ
）枚

（
隔
２
格
）
髙
部
長
由
（
朱
丸

印
○
印
文

「
髙
部
」
）」同
ハ
リ
紙
２「
十
九
年
八
月
四
日
校
合
／（
低
４
格
）青
山
学
通（
朱
丸
印
○
印
文

「
青
山
」
）」

（
な
お
、
右
か
ら
、
墨
書
、
ハ
リ
紙
２
、
ハ
リ
紙
１
の
順
に
並
ぶ
）。
図
書
寮
Ｃ
印
。
図
書
寮

ラ
ベ
ル
。
小
口
書
「
迎
陽
文
集
」。
表
紙
に
「
十
二
─三
三
」（
万
年
筆
書
）
の
紙
片
を
貼
付
。

明
治
二
十
二
年
『
帝
室
図
書
目
録
』
所
載
。

　
（
17
）　

す
で
に
宮
本
又
次
『
大
阪
商
人
太
平
記
―
明
治
中
期
篇
―
』（
創
元
社
、
一
九
六
一
年
）

で
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
殿
村
氏
は
、
八
代
平
右
衛
門
が
新
政
府
に
協
力
的
で
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
（『
日
本
人
名
大
辞
典
』「
殿
村
平
右
衛
門
（
８
代
）」）、
ま
た
一
族
か
ら

市
井
の
学
者
を
輩
出
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
（『
和
学
者
総
覧
』）。
八
代
目
は
明
治
七
年
に
死

去
し
て
い
る
の
で
、
恵
津
は
そ
の
跡
を
継
い
だ
女
性
と
考
え
ら
れ
る
。

　
（
18
）　

槙
村
は
京
都
の
行
政
官
を
務
め
て
い
た
時
期
が
あ
る
か
ら
、
そ
の
関
係
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
現
在
同
目
録
は
江
戸
末
写
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
書
翰
の
存
在
か
ら
す
る
と
、
明
治

初
期
の
写
本
の
可
能
性
も
視
野
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
ぬ
（
ち
な
み
に
長
松
幹
は

明
治
十
七
年
に
修
史
館
を
離
れ
、
元
老
院
議
官
と
な
る
の
で
〈
松
沢
裕
作
『
重
野
安
繹
と
久

米
邦
武
』（
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
）〉、
書
翰
自
体
は
そ
れ
以
前
の
も
の
で
あ
ろ
う
〈
図

書
寮
の
設
置
が
明
治
十
七
年
な
の
で
、
こ
の
目
録
が
図
書
寮
に
入
っ
た
時
期
は
別
問
題
で
あ

る
〉）。
こ
れ
も
後
日
の
課
題
と
し
た
い
。

　
（
19
）　

こ
の
時
期
、（
殿
村
本
に
限
ら
ず
、
様
々
な
蔵
書
家
の
本
を
も
と
に
）
外
務
省
等
他
省
で

も
写
本
が
作
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
須
田
牧
子
氏
の
御
教
示
）。

　
（
20
）　

図
書
寮
に
は
他
に
も
殿
村
蔵
本
か
ら
の
謄
写
本
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、『
年
中
行
事
類
捷

考
』（
175
─172
）・『
国
史
出
処
捷
考
』（
260
─32
）
が
あ
る
が
、
両
書
は
と
も
に
明
治
十
九
年
写

で
あ
る
。
明
治
二
十
年
の
『
図
書
録
』（
乙
271
）
所
載
の
目
録
に
よ
れ
ば
、
殿
村
本
か
ら
の
謄

写
は
一
二
部
一
一
七
冊
に
の
ぼ
る
。

　
（
21
）　

諸
陵
寮
本
の
書
誌
を
掲
げ
る
と
以
下
の
と
お
り
。

　
　

宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
蔵
。
函
架
番
号 

陵
─381
。
和
装
・
大
本
・
１
冊
。
大
正
十
四
年

諸
陵
寮
写
。
布
目
丁
子
引
表
紙
26
・５
×
18
・
４
（
角
裂
存
）。
左
肩
双
辺
題
簽
「
迎
陽
記
」（
印

刷
枠
内
墨
書
、
鉛
筆
で
書
名
に
補
入
し
「
光
厳
天
皇
御
凶
事
記
貞
治
三
ー
迎
陽
記
抜
萃
」
と

改
む
）
18
・
７
×
４
・
１
。
扉
１
丁
、
左
肩
墨
書
「
迎
陽
記
」（
そ
の
左
に
「
原
本
書
名
は
光

厳
天
皇
御
凶
事
記
と
な
れ
り
」
と
鉛
筆
書
）。
内
題
「
迎
陽
記
」。
無
辺
無
界
９
行
17
字
、
字

高
21
・
２
、
句
読
点
・
訓
点
あ
り
（
冒
頭
の
み
）、
25
丁
。
後
遊
紙
１
丁
、
表
に
三
種
の
奥
書

あ
り
、（
１
）「
明
治
十
八
年
六
月
、
華
族
徳
川
昭
武
蔵
書
ヲ
写
ス
、」（
２
）「
明
治
四
十
二
年



（ 33 ）

三
月
十
日
、帝
国
大
学
史
料
編
纂
掛
蔵
本
ヲ
写
ス
、／
（
行
末
）
写
字
生
吉
井
政
治
／
（
行
末
）

田
邉
勝
哉
校
」（
３
）「
大
正
十
四
年
六
月
十
七
日
、
図
書
寮
蔵
本
ヲ
写
ス
、
／
（
行
末
）
雇

員
吉
津
市
次
郎
」、
裏
に
識
語
「
此
記
、
蓋
し
帝
国
大
学
史
料
編
纂
掛
／
ニ
於
て
水
戸
家
所
蔵

本
を
借
用
し
て
謄
写
せ
し
め
た
る
も
の
を
、
更
ニ
図
書
寮
ニ
於
て
／
謄
写
せ
し
め
た
る
も
の

な
ら
ん
、
／
大
正
十
四
年
六
月
吉
日
外
崎
覚
（
朱
印
（
○
印
文

「
外
嵜
」
））」。
宮
内
省
④
・
諸
陵
寮
⑥
・

図
書
寮
Ｈ
印
。
諸
陵
寮
ラ
ベ
ル
・
図
書
寮
ラ
ベ
ル
。
小
口
書
「
迎
陽
記
」。

　
（
22
）　

鷹
司
本
貞
治
凶
事
記
の
書
誌
は
以
下
の
と
お
り
。
な
お
、
こ
の
本
は
現
在
要
修
補
本
と

さ
れ
て
お
り
、
一
般
の
閲
覧
は
停
止
し
て
い
る
。

　
　

宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
蔵
。
函
架
番
号
350
─510
。
和
装
・
大
本
・
１
冊
。〔
江
戸
中
期
〕
写
。

刷
毛
目
表
紙
28
・
３
×
21
・
０
（
大
和
綴
）。
左
肩
打
付
書
「〈
迎
陽
記
／
貞
治
三
年
〉
凶
事
方
」。

見
返
に
「
光
厳
天
皇
御
凶
事
記
」
と
あ
る
紙
片
を
附
す
。
無
辺
無
界
９
行
20
字
前
後
、
字
高

23
・
５
、
符
号
等
な
し
、
墨
書
書
入
あ
り
、
図
あ
り
、
注
小
字
双
行
、
19
丁
。
宮
内
省
①
印
。

図
書
寮
ラ
ベ
ル
。

　
（
23
）　

図
書
寮
本
貞
治
凶
事
記
の
書
誌
を
掲
げ
る
。
先
に
註
（
16
）
で
触
れ
た
諸
陵
寮
本
の
親

本
で
あ
る
。

　
　

宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
蔵
。
函
架
番
号
256
─36
。
和
装
・
大
本
・
１
冊
。
明
治
四
十
二
年
写
。

縦
横
刷
毛
目
布
目
表
紙
26
・
７
×
19
・
１
。
左
肩
双
辺
題
簽
「
迎
陽
記
」（
印
刷
枠
内
墨
書
）

17
・
８
×
４
・
０
。
扉
左
肩
墨
書
「
迎
陽
記
」。
内
題
「
迎
陽
記
」。
無
辺
無
界
９
行
17
字
、

字
高
21
・
４
、
句
読
点
等
な
し
、
朱
筆
校
合
あ
り
、
注
小
字
双
行
、
図
あ
り
、
25
丁
（
他
に

扉
１
丁
・
後
遊
紙
１
丁
）。
後
遊
紙
に「
明
治
十
八
年
六
月
、華
族
徳
川
昭
武
蔵
書
ヲ
写
ス
、」（
本

奥
書
）・「
明
治
四
十
二
年
三
月
十
日
、
帝
国
大
学
史
料
編
纂
掛
／
蔵
本
ヲ
写
ス
、
／
（
行
末
）

写
字
生
吉
井
政
治
／
（
行
末
）
田
辺
勝
哉
校
」（
書
写
奥
書
）
あ
り
。
宮
内
省
④
印
。
表
表
紙

下
部
下
札
「
迎
陽
記
」（
横
書
）
あ
り
。
図
書
寮
ラ
ベ
ル
。
奥
書
に
あ
る
と
お
り
、
東
京
大
学

史
料
編
纂
所
謄
写
本
（
2373
─22
）
の
写
（
親
本
所
収
の
貞
治
凶
事
記
・
応
安
譲
位
記
・
泰
山
府

君
都
状
の
う
ち
、
貞
治
凶
事
記
の
み
採
録
）。

　

※　

ち
な
み
に
、
親
本
た
る
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
謄
写
本
の
書
誌
は
以
下
の
通
り
。

　
　
　

 

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
。
請
求
記
号
2373
─22 

。
明
治
十
八
年
修
史
局
写
。
洋
装
・〔
大
本
〕

・
１
冊
。
改
装
紺
色
無
地
表
紙
36
・
７
×
25
・
２
（
洋
装
）。
左
肩
金
文
字
「
迎
陽
記
」。
内

題
「
迎
陽
記
」（
貞
治
凶
事
記
）・「
迎
陽
記
〈
御
譲
位
記
〉（
○
小
字
部
分
「
後
光
厳
帝
御

譲
位
記
」
の
ハ
リ
紙
あ
り
、
）」・「
迎

陽
記
〈
泰
山
府
君
都
状
〉」。
無
辺
無
界
８
行
17
字
、
訓
点
な
し
、
傍
注
あ
り
、
朱
筆
書
入

あ
り
、
附
箋
あ
り
、
注
小
字
双
行
、
58
丁
（
前
遊
紙
１
・
扉
〈
茶
色
〉
１
・
原
扉
１
〈
29
・

２
×
21
・
０
、
左
肩
「
迎
陽
記
」
中
央
「
光
厳
『
院
』
帝
崩
御
記
／
後
光
厳
『
院
』
帝
御

譲
位
記
／
泰
山
府
君
都
状
」（
○
『　

』

は
補
入

）〉・
原
後
遊
紙
１
・
扉
〈
茶
色
〉
１
・
後
遊
紙
１
）。

原
後
遊
紙
オ
奥
書
「
明
治
十
八
年
六
月
、
華
族
徳
川
昭
武
蔵
書
ヲ
写
ス
、
／
（
行
末
）
二

級
写
字
生
山
中
政
篤
／
（
行
末
）
御
用
掛
福
井
英
晴
校
（
朱
丸
印
○
印
文

「
福
井
」
）」
26
オ
右
下
附

箋
云
「
勧
修
寺
経
雄
氏
所
蔵
／
迎
陽
記
〈
応
安
四
年
／
譲
位
記
〉
一
冊
ア
リ
／
『
ヲ
以
テ

一
校
了
』（
○
『　

』
は
補
入
、「
ア
リ
」

よ
り
上
を
受
る
も
の
な
ら
ん
、）」。
朱
方
印
「
東
亰
帝
／
國
大
學
／
圖
書
印
」（
篆
文

陽
刻
）
８
・
１
×
８
・
１
、
黒
楕
円
印
（「
東
京
帝
國
大
學
附
属
圖
書
館
・
大
正
二
年
十
一

月
廿
八
日
・187321

〈
青
印
〉」
と
あ
り
。
楷
書
陽
刻
、
双
辺
）
４
・
２
×
２
・
７
、
朱
方

印
「
修
史
／
局
」（
篆
文
陽
刻
）
２
・
９
×
２
・
９
、
黒
円
印
（「
東
京
大
學
・
史
料
」〈
篆

文
陽
刻
〉
と
あ
り
）
径
１
・
３
。
背
文
字
「
迎
陽
記
」（
金
文
字
）。
請
求
記
号
ラ
ベ
ル
。

改
装
は
最
近
の
も
の
と
思
し
い
。

　
（
24
）　

藤
波
本
の
書
誌
を
こ
こ
に
掲
げ
て
お
く
。

　
　

宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
蔵
。
函
架
番
号
217
─408
。
和
装
・
大
本
・
３
冊
。〔
江
戸
初
期
〕
写
。

金
茶
色
無
地
表
紙
28
・
５
×
19
・
２
（
朝
鮮
綴
。
な
お
第
一
冊
の
み
右
肩
に
「
大
」
と
小
字

あ
り
）。
左
肩
双
辺
題
簽
「
迎
陽
記
〈
年
次
〉
幾
」（
一
：「
貞
治
三
年
秋
／
応
安
四
年
三
月
」。
二

：「
応
永
五
年
春
秋
冬
／
仝
六
年
夏
秋
」。
三
：「
応
永
八
年
／
春
秋
」、「
三
」
の
下
に
「
止
」
字
。

い
ず
れ
も
印
刷
枠
内
墨
書
）
19
・
７
×
４
・
０
。
横
刷
毛
目
原
表
紙
あ
り
、
左
肩
打
付
書
「
迎

陽
記
〈
年
次
〉
幾
」（
同
前
）。
第
一
冊
目
録
１
丁
「
光
厳
院
帝
崩
御
記
／
後
光
厳
院
帝
御
譲

位
記
／
泰
山
府
君
都
状
」。
内
題
「
迎
陽
記
」。
第
一
冊
：
無
辺
無
界
、
９
行
17
字
、
注
小
字

双
行
、
字
高
21
・
３
、
訓
点
・
符
号
等
な
し
、
図
あ
り
、
58
丁
（
別
に
扉
・
後
遊
紙
各
１
丁
）。

第
二
冊
：
無
辺
無
界
、
９
行
20
字
前
後
、
注
小
字
双
行
、
字
高
21
・
０
、
訓
点
・
符
号
等
な
し
、

朱
首
書
あ
り
、
内
題
な
し
、
図
あ
り
、
72
丁
。
第
三
冊
無
辺
無
界
、
９
行
23
字
前
後
、
注
小

字
双
行
、
字
高
21
・
６
、
訓
点
・
符
号
等
な
し
、
朱
首
書
・
書
入
傍
注
の
類
あ
り
、
内
題
な
し
、
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44
丁
。
第
三
冊
最
終
丁
裏
、
本
文
に
続
け
て
「（
低
２
格
）
永
享
十
二
年
九
月
廿
三
日
、
終
筆

写
了
、」
と
の
本
奥
書
（
中
山
定
親
記
と
い
う
〈
小
川
「
迎
陽
記
諸
本
の
研
究
」〉）。
宮
内
省

④
・
藤
波
家
①
印
。
図
書
寮
ラ
ベ
ル
。

　
（
25
）　

久
世
本
の
書
誌
は
以
下
の
と
お
り
。

　
　

宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
蔵
。
函
架
番
号
259
─133
。
和
装
・
大
本
・
２
冊
。
天
保
十
五
年
七

月
久
世
通
煕
令
写
。
縦
横
刷
毛
目
布
目
表
紙
27
・
４
×
19
・
８
。
左
肩
打
付
書
「
迎
陽
記
〈
応

永
八
年
春
〉」（
第
二
冊
、
割
書
「
応
永
十
四
三
廿
三
／
北
山
院
御
入
内
」。
な
お
北
山
院
左
朱

傍
記
「
大
納
言
資
康
卿
女
／
後
小
松
院
准
母
」）。
無
辺
無
界
12
行
23
字
、
字
高
23
・
０
、
墨

書
傍
注
あ
り
、
第
二
冊
朱
書
入
あ
り
、
注
小
字
双
行
、
第
一
冊
22
丁
（
別
に
後
遊
紙
２
）、
第

二
冊
16
丁
（
別
に
後
遊
紙
１
）。
第
一
冊
後
遊
紙
１
オ
奥
書
「
右
、
以
実
徳
朝
臣
本
／
命
〈
家

僕
源
友
輔
、〉
令
書
写
了
、／
（
低
１
格
）
天
保
十
五
秋
七
月
／
（
低
３
格
）
右（

久
世
通
煕
）

羽
林
次
将
源
（
花

押
）」、
第
二
冊
16
オ
本
奥
書
「
此
記
雖
為
小
冊
子
一
様
記
之
間
、
／
可
謂
一
字
千
金
仍
手
自

令
書
／
写
之
、
子
孫
宜
珎
蔵
者
也
、
／
（
低
４
格
）
権
中
納
言
菅
原
在
家
」
後
遊
オ
「
右
一
巻
、

以
正
親
町
〈
羽
林
〉
本
〈
令
書
写
〉
了
、
／
（
低
２
格
）
天
保
十
五
秋
七
月
／
（
低
４
格
）

右（
久
世
通
煕
）

羽
林
（
花
押
）」。
久
世
家
②
⑦
・
諸
陵
寮
⑤
・
図
書
寮
Ｃ
印
。
久
世
家
ラ
ベ
ル
（
久
世
家
③
）

・
旧
ラ
ベ
ル
・
図
書
寮
ラ
ベ
ル
。

　
（
26
）　

鷹
司
本
北
山
院
入
内
記
（
目
録
題
「
秀
長
卿
記
」）
の
書
誌
は
以
下
の
通
り
。

　
　

宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
蔵
。
函
架
番
号
259
─265
。
和
装
・
大
本
・
１
冊
。
江
戸
末
期
写
。

斜
刷
毛
目
表
紙
29
・
６
×
20
・
６
（
朝
鮮
綴
）。
左
肩
打
付
書
「
秀
長
卿
記
〈
應
永
十
四
年
三

月
／
北
山
院
入
（
隔
１
格
）
内
〉」。
扉
中
央
「
北
山
院
御
入
内
秀
長
卿
記
／
（
低
２
格
）
應

永
十
四
年
三
月
」（
墨
書
）。
無
辺
無
界
13
行
28
字
前
後
、
訓
点
・
傍
記
あ
り
、
注
小
字
双
行
、

字
高
22
・
２
。
ま
ま
附
箋
あ
り
。
13
丁
。
鷹
司
家
⑥
・
図
書
寮
Ｃ
印
。
旧
ラ
ベ
ル
・
図
書
寮

ラ
ベ
ル
。
明
治
二
十
二
年
目
録
所
載
。

　
（
27
）　

当
部
で
も
『
群
書
類
従
』
は
数
部
所
蔵
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
紙
幅
の
都
合
上
省
略

す
る
の
で
、『
和
漢
図
書
分
類
目
録
』・「
書
陵
部
所
蔵
資
料
目
録
・
画
像
公
開
シ
ス
テ
ム（http://

toshoryo.kunaicho.go.jp/

）」
に
就
か
れ
た
い
。
な
お
、「
相
国
寺
供
養
記
」
を
収
め
る
巻

四
百
三
十
四
に
即
し
て
い
え
ば
、
函
号
201
─5
（
古
賀
本
）
の
刷
り
が
最
も
早
く
、
B5
─1
、

104
─1
、
B3
─1
（
御
歌
所
本
）
の
順
で
後
刷
に
な
っ
て
ゆ
く
よ
う
で
あ
る
。

　
（
28
）　

と
こ
ろ
で
、
柳
原
本
の
応
永
八
年
記
に
つ
い
て
、
史
料
纂
集
凡
例
で
は
第
八
冊
と
す
る
が
、

こ
れ
は
第
五
冊
の
誤
り
と
思
し
い
。
柳
原
本
は
、
表
紙
右
隅
に
朱
字
で
冊
数
が
書
い
て
あ
る
。

こ
の
順
序
は
、
文
集
・
改
元
勘
文
・
改
元
記
を
除
く
部
分
で
年
代
順
で
あ
る
。
書
庫
よ
り
出

納
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
管
理
が
年
次
順
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
関
係
で
誤
っ
た

も
の
か
。

　
（
29
）　

註
（
25
）
を
見
れ
ば
分
る
よ
う
に
久
世
本
は
二
冊
と
も
正
親
町
実
徳
本
を
親
本
と
す
る
が
、

こ
と
第
二
冊
に
つ
い
て
は
本
奥
書
か
ら
唐
橋
在
家
本
が
そ
の
ま
た
親
本
で
あ
る
。
や
は
り
他

流
菅
家
を
出
元
に
し
て
い
る
点
注
意
し
た
い
。

　
（
30
）　
「
迎
陽
記�

泰
山
府
君
都
状
」
の
書
誌
は
以
下
の
と
お
り
。

　
　

宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
蔵
。
函
架
番
号
土
─99
。
和
装
・
大
本
・
１
冊
。
江
戸
期
写
（
図

書
カ
ー
ド
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
は
「
江
戸
初
期
写
」
と
す
る
が
、
初
期
に
限
定
で
き
る
か
は

微
妙
な
と
こ
ろ
で
あ
る
）。
鈍
色
無
地
表
紙
27
・
５
×
21
・
２
。
中
央
無
辺
題
簽
「
迎
陽
記
〈
泰

山
府
君
都
状
／
世
ニ
無
之
内
〉」（
墨
書
）
19
・
５
×
３
・
８
。
扉
表
に
「
迎
陽
記
〈
□
他
〉」

と
の
墨
書
あ
る
を
刷
消
す
。
そ
の
他
に
「
官
名
」・「
五〵
七
」
と
の
墨
書
あ
り
。
無
辺
無
界
９

行
21
字
前
後
、
字
高
23
・
９
、
訓
点
（
返
点
・
竪
点
・
濁
音
符
・
振
仮
名
等
）
あ
り
、
10
丁
（
他

に
前
遊
紙
１
、
扉
１
・
後
遊
紙
２
）。
奥
書
・
識
語
に
あ
た
る
も
の
は
な
い
が
、
最
終
丁
裏
左

下
隅
に
「
校
合
畢
、」
と
の
墨
書
あ
り
。
宮
内
省
①
印
、
お
よ
び
大
正
六
年
三
月
六
日
大
臣
官

房
総
務
課
引
継
本
た
る
こ
と
を
示
す
ス
タ
ン
プ
を
押
捺
。
見
返
に
台
帳
番
号
押
捺
。
図
書
寮

ラ
ベ
ル
。
内
容
は
享
徳
元
年
・
寛
正
二
年
・
応
永
二
十
六
年
、
同
二
十
七
年
の
文
書
等
を
収
め
、

『
迎
陽
記
』
で
は
な
い
（
秀
長
は
応
永
十
八
年
薨
）。

　
（
31
）　

内
閣
文
庫
本
『
迎
陽
文
集
』
は
、
江
戸
期
写
、
和
装
・
半
紙
本
・
３
冊
。
和
学
講
談
所

旧
蔵
。
外
題
に
「
上
（
・
中
・
下
）」
と
あ
る
か
ら
（
成
立
時
含
め
）
あ
る
時
点
か
ら
文
集
の

み
な
の
は
確
か
だ
が
、
見
返
部
分
、
は
現
在
は
表
紙
裏
に
貼
付
け
ら
れ
て
い
る
原
表
紙
な
い

し
扉
に
、「
七
」「
十
二
」
な
ど
13
冊
本
系
『
迎
陽
記
』
と
し
て
の
冊
次
が
ま
ま
見
え
る
の
で
、

13
冊
本
が
散
佚
し
て
現
状
に
な
っ
た
か
、
13
冊
本
か
ら
文
集
部
分
の
み
書
抜
い
た
が
、
元
の

冊
次
も
そ
の
ま
ま
写
し
て
お
い
た
か
、
ど
ち
ら
か
だ
ろ
う
。
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（
32
）　

ち
な
み
に
こ
の
山
科
家
本
『
元
秘
抄
』
は
、
室
町
後
期
写
（
巻
一
・
二
：
永
禄
十
二
年

山
科
言
経
写
、
巻
三
・
四
：
天
文
六
年
山
科
言
継
写
原
成
立
）、
山
科
師
言
〔
江
戸
中
期
〕
書

継
（
宝
暦
に
「
当
今
」
と
あ
る
の
を
下
限
と
す
る
）。
和
装
・
大
本
・
１
冊
。
26
・
３
×
20
・
９
。

師
言
期
に
修
補
あ
り
、
も
と
分
冊
さ
れ
て
い
た
と
思
し
い
の
を
合
冊
し
た
の
も
そ
の
と
き
か
。

　
（
33
）　

以
上
二
点
は
拙
報
告
「
和
漢
兼
学
と
菅
家
」（〔
東
京
大
学
〕
中
世
史
研
究
会
二
〇
一
三

年
四
月
例
会
報
告
）
で
以
前
触
れ
た
こ
と
が
あ
る
（
未
定
稿
）。
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表２　本朝文集所収東坊城秀長作品一覧
No. 和暦 西暦 月 日 題名 巻 出典 備考
１ 延文１ 1356 ３ 28 後光厳天皇改元延文詔 73 園太暦29
２ 康安２ 1362 ９ 23 後光厳帝改元貞治詔 73 改元部類
３ 康暦１ 1379 ３ 22 （後円融天皇）改元（康暦）詔 73 迎陽記３
４ 嘉慶１ 1387 ８ 23 後小松天皇改元嘉慶詔 73 迎陽記４
５ 明徳１ 1390 ３ 26 後小松天皇改元明徳詔 73 迎陽記５
６ 延文３ 1358 ６ ３ 後光厳天皇贈官位源尊氏詔 73 園太暦31
７ 応永８ 1401 ５ 13 源道義送大明書 73 善隣国宝記
８ 応永11 1404 12 上後小松天皇請給男為嗣学問料状 73 桂林遺芳抄
９ 応永13 1406 ２ １ 上後小松天皇請男惟長奉方略試状 73 桂林遺芳抄
10 至徳１ 1384 11 ３ 冬日侍仙洞同賦聖猷天合徳応太上皇制詩序 73 詩歌御遊部類記
11 貞治３ 1364 ２ 29 為先考藤加賀入道五旬忌修冥福願文 73 迎陽記７ 代秀国
12 応安５ 1372 ７ 為先考大江任宗入道五旬忌修冥福願文 73 迎陽記７ 代成貞
13 応安５ 1372 ４ 為釈頓阿五旬忌修功徳願文 73 迎陽記７ 代法印経賢
14 永和１ 1375 ９ 為先考某一周忌修追善願文幷諷誦文 73 迎陽記７ 代音阿
15 永和２ 1376 10 為先考卜部兼豊入道五旬忌修冥福願文幷諷誦文 73 迎陽記７ 代卜部兼凞
16 永徳３ 1383 ９ 為先考先妣修追善願文 73 迎陽記７ 代三江道政
17 嘉慶１ 1387 ９ 11 為先考羽淵宗信入道法印修三回忌法会願文幷諷誦文 73 迎陽記７ 代藤原満親
18 嘉慶２ 1388 ８ 為先考卜部兼豊入道十三回忌修冥福願文幷諷誦文 73 迎陽記７ 代卜部兼凞
19 応安８ 1375 １ 奉為後光厳天皇修周忌法会諷誦文 73 迎陽記８ 代菅原為子
20 応安８ 1375 １ 奉為後光厳帝修周忌諷誦文 73 迎陽記８ 代藤原嗣房
21 応安８ 1375 １ 奉為後光厳院修周忌諷誦文 73 迎陽記８ 代菅原言長
22 応安８ 1375 ２ ２ 為王父三品尊公三十三回忌修追福諷誦文 73 迎陽記８
23 永和１ 1375 ３ 為隨心院僧正通厳十三回忌修功徳諷誦文 73 迎陽記８ 代照厳僧正
24 永和１ 1375 ４ 10 為泉涌寺大笑上人十三回忌修功徳諷誦文 73 迎陽記８ 代安楽光院見月
25 永和１ 1375 ６ 12 為先妣某氏三回忌諷誦文 73 迎陽記８ 代藤原（二条）師嗣
26 永和１ 1375 ７ 為先妣某氏三十三回忌諷誦文 73 迎陽記８ 代藤原家信
27 永和２ 1376 ５ 25 奉為勧修寺二品法親王中陰修冥福諷誦文 73 迎陽記８ 代房信僧都
28 永和２ 1376 ６ ７ 為亡夫崇永諷誦文 73 迎陽記８ 代佐々木亀寿母
29 永和２ 1376 ７ 26 為祖父筑前守大神景茂五旬忌修追福諷誦文 73 迎陽記８ 代大神景永
30 永和２ 1376 ９ 11 為隨心院僧正照厳一回忌修功徳諷誦文 73 迎陽記８ 代某人
31 永和２ 1376 12 ７ 為先考百箇日忌修善諷誦文 73 迎陽記８ 代卜部兼凞
32 永和２ 1376 12 ６ 為吉田神主兼豊百箇日忌諷誦文 73 迎陽記８ 代丹波頼景
33 永和３ 1377 ４ ３ 奉為勧修寺二品法親王一周忌法会修冥福諷誦文 73 迎陽記８ 代房信僧都
34 永和３ 1377 ５ 為大納言得業隆肇五七日忌修冥福諷誦文 73 迎陽記８ 代家僕宗円
35 永和３ 1377 ９ ７ 為先考藤亜相長光卿十三回忌諷誦文 73 迎陽記８ 代藤原長宗
36 永和３ 1377 ９ 13 為養母某氏五旬忌修追福諷誦文 73 迎陽記８ 代土岐義行
37 永和３ 1377 ９ 26 為参州本願寺先師三回忌修功徳諷誦文 73 迎陽記８ 代某人
38 永和３ 1377 ９ 18 為隨心院僧正三回忌諷誦文 73 迎陽記８ 代某人
39 永和３ 1377 11 １ 為先妣某氏十三回忌諷誦文 73 迎陽記８ 代藤原（萬里小路）仲房
40 永徳１ 1381 12 為先妣某氏五七日忌修追福諷誦文 73 迎陽記８ 代某
41 永徳１ 1381 12 為山徒東林房妻修五七日忌諷誦文 73 迎陽記８ 代某人
42 永徳２ 1382 ６ 28 為先考冬信公卅三回忌法会諷誦文 73 迎陽記８ 代冬宗
43 永徳２ 1382 ８ 27 為先考七回忌祈冥福諷誦文 73 迎陽記８ 代卜部兼凞
44 応安５ 1372 ６ 為佐々木入道崇永三回忌修功徳願文幷諷誦文 74 迎陽記９ 代佐々木高澄
45 永和３ 1377 ２ 28 為先考山名時氏卿七回忌修善願文幷諷誦文 74 迎陽記９ 代山名氏清
46 康暦２ 1380 12 為先考土岐伊予入道修五旬忌願文幷諷誦文 74 迎陽記９ 代某
47 永徳２ 1382 ６ ７ 為先考佐々木崇永修十三回忌願文幷諷誦文 74 迎陽記９ 代佐々木満頼
48 永徳２ 1382 ６ ７ 為亡夫佐々木崇永修十三回忌諷誦文 74 迎陽記９ 代戒尼如空
49 永和５ 1379 ２ 28 為先考藤原忠光卿五旬忌修追福諷誦文 74 迎陽記11 代藤原資藤
50 永和５ 1379 ２ 28 為日野一品忠光卿修五旬忌法会諷誦文 74 迎陽記11 代藤原保光
51 永和５ 1379 ２ 28 為日野一品忠光卿修五旬忌諷誦文 74 迎陽記11 代藤原資康
52 永和５ 1379 ２ 28 同（＝為日野一品忠光卿修五旬忌）諷誦文 74 迎陽記11 代藤原資教
53 永和５ 1379 ２ 28 同（＝為日野一品忠光卿修五旬忌）諷誦文 74 迎陽記11 代中原俊高
54 康暦１ 1379 ４ 30 為先考藤忠光卿修百箇日忌願文幷諷誦文 74 迎陽記11 代藤原資衡
55 康暦１ 1379 ４ 30 為藤忠光卿修百箇日忌願文幷諷誦文 74 迎陽記11 代因幡一官代官某
56 康暦２ 1380 １ 19 為先考忠光卿修一回忌願文幷諷誦文 74 迎陽記11 代藤原資衡
57 康暦２ 1380 １ 19 為先考忠光卿修一回忌法会願文幷諷誦文 74 迎陽記11 代藤原資藤
58 至徳１ 1384 12 16 為先考忠光卿修七回忌法会願文幷諷誦文 74 迎陽記11 代藤原資藤
59 明徳１ 1390 12 19 為先考忠光卿修十三回忌願文幷諷誦文 74 迎陽記11 代藤原資藤
60 明徳１ 1390 12 19 為亡夫忠光卿修十三回忌法会諷誦文 74 迎陽記11 代妻某
61 明徳１ 1390 12 19 為先考忠光卿修十三回忌法会諷誦文 74 迎陽記11 代戒尼秀日
62 明徳２ 1391 １ 19 同（＝為先考忠光卿修十三回忌法会）願文幷諷誦文 74 迎陽記11 代藤原資衡
63 永和２ 1376 ７ 為先妣藤原氏修一回忌冥福諷誦文 74 迎陽記10 代実祥院前大僧正某
64 永徳１ 1381 10 16 為先考藤原為遠卿修五旬忌願文幷諷誦文 74 迎陽記10 代藤原為衡
65 永徳２ 1382 ８ 27 為先考藤原為遠卿修一周忌法会願文幷諷誦文 74 迎陽記10 代藤原為衡
66 至徳２ 1385 ４ ５ 為先考藤原為重卿五旬忌願文幷諷誦文 74 迎陽記10 代藤原（二条）為右
67 至徳２ 1385 ７ 27 為先考藤原資明卿修三十三回忌修功徳願文幷諷誦文 74 迎陽記10 代藤原保光
68 至徳２ 1385 ７ 27 為外祖父藤原資明卿修三十三回忌法会諷誦文 74 迎陽記10 代源定具
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69 至徳４ 1387 ２ 16 為先考藤原為重卿三回忌修追福願文幷諷誦文 74 迎陽記10 代藤原（二条）為右
70 明徳２ 1391 ２ 為先考藤原為重卿七回忌修追福願文幷諷誦文 74 迎陽記10 代藤原（二条）為右
71 応安７ 1374 11 19 為先考藤原実材卿一回忌修追福願文 74 迎陽記12 代藤原公勝
72 （応永15） 1408 為先考源義満公五旬忌修追福願文 74 迎陽記12 代源（足利）義持
73 応永15 1408 ６ 25 為先考源義満公修五旬忌諷誦文 74 迎陽記12 代源（足利）義嗣
74 応永15 1408 ６ 25 為源義満公五旬忌修法会諷誦文 74 迎陽記12 代藤原（裏松）重光
75 応永15 1408 ６ 25 為先考源義満公五旬忌修法会諷誦文 74 迎陽記12 代青蓮院義円（足利義教）
76 応永15 1408 ６ 25 為義満公修五旬忌諷誦文 75 迎陽記12 代北山院（裏松康子）
77 応永15 1408 ６ 25 為先考義満公修五旬忌諷誦文 75 迎陽記12 代御沙弥御所聖久
78 応永15 1408 ６ 25 為先考義満公修五旬忌諷誦文 75 迎陽記12 代法華寺戒尼尊順
79 応永15 1408 ６ 25 為義満公修五旬忌諷誦文 75 迎陽記12 代柳殿聖紹
80 応永15 1408 ６ 25 為義満公修五旬忌諷誦文 75 迎陽記12 代光照院尊久
81 応永15 1408 ６ 25 為義満公修五旬忌諷誦文 75 迎陽記12 代入江殿聖仙
82 応永15 1408 ６ 25 為義満公修五旬忌諷誦文 75 迎陽記12 代池尻三品禅尼慈隆
83 応永15 1408 ６ 25 為義満公修五旬忌諷誦文 75 迎陽記12 代足利義持室藤原氏
84 応永15 1408 ６ 25 為義満公修五旬忌諷誦文 75 迎陽記12 代対方禅尼如善
85 応永15 1408 ６ 25 為義満公修五旬忌諷誦文 75 迎陽記12 代北向三品禅尼慈常
86 応永15 1408 ６ 25 為義満公修五旬忌諷誦文 75 迎陽記12 代東御方藤原氏
87 応永15 1408 ６ 25 為義満公修五旬忌諷誦文 75 迎陽記12 代柳原禅尼如勝
88 応永15 1408 ６ 25 為義満公修五旬忌諷誦文 75 迎陽記12 代禅尼性吉
89 応永15 1408 ６ 25 為義満公修五旬忌諷誦文 75 迎陽記12 代戒尼浄文
90 応永15 1408 ６ 25 為義満公修五旬忌諷誦文 75 迎陽記12 代藤原（二条）満基
91 応永15 1408 ６ 25 為義満公修五旬忌諷誦文 75 迎陽記12 代下御所沙弥道智
92 応永15 1408 ６ 25 為義満公修五旬忌諷誦文 75 迎陽記12 代藤原（一条）経嗣
93 応永15 1408 ６ 25 為義満公修五旬忌諷誦文 75 迎陽記12 代聖護院門主道意
94 応永15 1408 ６ 25 為義満公修五旬忌諷誦文 75 迎陽記12 代上乗院僧正道尋
95 応永15 1408 ６ 25 為義満公修五旬忌諷誦文 75 迎陽記12 代三宝院僧正満済
96 応永15 1408 ６ 25 為義満公修五旬忌諷誦文 75 迎陽記12 代藤原（三条）実冬
97 応永15 1408 ６ 25 為義満公修五旬忌諷誦文 75 迎陽記12 代藤原公行
98 応永15 1408 ６ 25 為義満公修五旬忌曼陀羅供願文幷諷誦文 75 迎陽記12 代三宝院満済
99 応永15 1408 ６ 25 為義満公修五旬忌諷誦文 75 迎陽記12 代山科常言
100 応永15 1408 ６ 25 為義満公修五旬忌諷誦文 75 迎陽記12 代藤原隆光
101 応永15 1408 ６ 25 為義満公修五旬忌諷誦文 75 迎陽記12 代実相院増詮
102 応永15 1408 ６ 25 為義満公修五旬忌諷誦文 75 迎陽記12 代藤原為尹
103 応永15 1408 ６ 25 為義満公修五旬忌諷誦文 75 迎陽記12 代竹中僧正（曼殊院）
104 応永15 1408 ６ 25 為義満公修五旬忌諷誦文 75 迎陽記12 代藤原宗氏
105 応永15 1408 ６ 25 為義満公修五旬忌諷誦文 75 迎陽記12 代藤原資藤
106 応永15 1408 ６ 25 為義満公修五旬忌諷誦文 75 迎陽記12 代沙弥清寂
107 応永15 1408 ６ 25 為義満公修五旬忌諷誦文 75 迎陽記12 代賀茂在弘
108 応永15 1408 ６ 25 為義満公修五旬忌諷誦文 75 迎陽記12 代葉室亜相入道紹綬
109 応永15 1408 ６ 25 為義満公修五旬忌諷誦文 75 迎陽記12 代源通宣
110 応永15 1408 ６ 25 為義満公修五旬忌諷誦文 75 迎陽記12 代藤原満教
111 応永15 1408 ６ 25 為義満公修五旬忌諷誦文 75 迎陽記12 代藤原（広橋）兼宣
112 応永15 1408 ６ 25 為義満公修五旬忌諷誦文 75 迎陽記12 代藤原公俊
113 応永15 1408 ６ 25 為義満公修五旬忌諷誦文 75 迎陽記12 代日野一品禅門性光
114 応永15 1408 ６ 25 為義満公修五旬忌諷誦文 75 迎陽記12 代富小路法印任継
115 応永15 1408 ６ 25 為義満公修五旬忌諷誦文 75 迎陽記12 代按察法橋重継
116 応永15 1408 ６ 25 為義満公修五旬忌諷誦文 75 迎陽記12 代戒尼浄高
117 応永15 1408 ６ 25 為義満公修五旬忌諷誦文 75 迎陽記12 自修（東坊城秀長）
118 応永15 1408 ８ 16 為先考義満公修百箇日忌願文幷諷誦文 75 迎陽記13 代源（足利）義持
119 応永15 1408 ８ 18 為先考義満公修百箇日忌諷誦文 75 迎陽記13 代源（足利）義嗣
120 応永15 1408 ８ 15 為義満公修百箇日忌願文幷諷誦文 75 迎陽記13 代沙弥某
121 応永16 1409 ５ ３ 為先考義満公一回忌修十種供養願文幷諷誦文 75 迎陽記13 代源（足利）義持
122 応永16 1409 ５ ３ 為先考義満公修一回諷誦文 75 迎陽記13 代源（足利）義嗣
123 応永16 1409 ５ ３ 為義満公修一回忌諷誦文 75 迎陽記13 代藤原（裏松）重光
124 応永16 1409 ５ ３ 為義満公修一回忌諷誦文 75 迎陽記13 代（上乗院）僧正道尋
125 応永16 1409 ５ ２ 為義満公修一回忌諷誦文 75 迎陽記13 奉崇賢門院（広橋仲子）命作
126 応永16 1409 ５ ２ 為義満公修一回忌諷誦文 75 迎陽記13 代御沙弥御所聖久
127 応永16 1409 ５ ２ 為義満公修一回忌諷誦文 75 迎陽記13 代戒尼某
128 応永16 1409 ５ ６ 為義満公一回忌願文幷諷誦文 75 迎陽記13 代源（足利）義持
129 応永16 1409 ５ ６ 為義満公修一回忌諷誦文 75 迎陽記13 代（聖護院）僧正道意
130 応永３ 1396 ９ 供養延暦寺講堂咒願文 75 山門大講堂供養記
131 応永11 1404 ８ 11 祈雨御願文 75 大乗院記録
132 応永11 1404 ８ 11 同（＝祈雨）咒願文 75 大乗院記録
133 永徳２ 1382 ３ 24 箕面塔堂供養表白 75 本朝遺文など
134 永徳２ 1382 ３ 24 同（＝箕面塔堂供養）諷誦文 75 本朝遺文など
135 永徳２ 1382 ３ 24 同（＝箕面塔堂供養）願文 75 本朝遺文など
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